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酪農経営の未来を拓く 3• 3運動 ：
福岡県酪農推進計画 （福岡県）

3・3運動推進発表会の一コマ 新たに開発された配合飼料

飼養環境改善前の搾乳牛の状況
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飼養環境改善後の搾乳牛の状況

ストールの改善 飼槽と給水施設の改善の状況



研究能力を鍛える場として
ー現地奥証研究に開待する一
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舘野宏司
(t こての こっじ）
（独）農業・食品産業技術
総合研究機構畜産草地
研究所草地研究監

牒研機構は平成18年 4月から第 2期中期計画に入った。第 2期の最大の特徴は研究体制をチ

ーム制にしたことと、問題解決のアプローチを個々の研究者の発想に基本を岡いたことである。

このような組織や仕組みをうまく機能させて優れたアウトカムを生むには、研究者は、農業や

股業研究に対して深い兄識を持ち、自立・創造の精神に富み、かつ自己を律する能力に長けて

いるという理想像を描かねばならない。

さて、私どもの同年代の多くは学卒で試験場に入り、先輩のあとを金魚のふんの如くつきま

とって仕事を詑え、学会で時には恥をかき、苦心惨俯して論文を書くというスローな歩みであ

り、それが許された恵まれた世代であった。

しかるに、最近の新人研究者は研究所に入る時点で多くが博士号を持ち、職場では研究者と

して即戦力の扱いを受ける。このことは時としてミスマッチを生む。農業現場を知らない、あ

るいは博士のプライド故か自分の専門に同執し、大学の延長上で事を済ませようとするきらい

が往々にして出てくる。

牒業研究のような一定の経験を必要とする実学分野では、研究者として自立する過程で現場

での経験が必要不可欠である。また、股業の将来像や理想型を常に頭に描いておく必要がある。

幸い、最近は牒政のガ向と独法の研究機関の研究方向が合致しており、多くの共通の場がある。

例えば、官民一体で推進している「飼料増産運動」に関して言えば、畜産草地研究所でも行政

施策等と連動して、稲発酵粗飼料、小区両移動放牧、細断型ロールベーラ、ふん尿処理利用等

の基盤技術の開発に努めている。これらは所内で実施しているだけでなく、塁家現場等におい

ても実証的に展開し、フィードバックを重ねている。このような研究の場にはもう 一つの効能

がある。実証研究の現場は単にデータを得るための場ではなく、若手研究者の格好の修錬の場

にもなり、牒家や牒業技術者とのコミュニケーションの場にもなっている。若手研究者はここ

での経験から有形無形の財産を身につけ、大きく成長していくと受けとめている。さらには、

いずれ牒業経営者となる若手後継者と研究所の若手研究者との問の交流会も進んでいる。この

交流会には研究所の行理職は口を出さない（金も出さないが）ことを取り決めている。このよ

うな交流の輪から牒業研究の将来を担う研究者が育ち、農家と対等な立場で意見を交換しつつ

新しい道を切り拓いていくものと確信している。
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黒川俊二
（くろかわ しゅんじ）

畜産草地研究所
ー，飼料作生産性向上

研究チーム

外来雑草の系統識別による
侵入様式の解明

l . はじめに

全国の飼料畑では、 1980年代末から、イチ

ビ、ワルナスビ、キハマスゲなどの外来雑草

が蔓延し、自給飼料の生産に著しい被害をも

たらしている。最近では、こうした外来雑草

の侵入が希少種の生育地に蔓延し、また在来

種に追伝的かく乱を起こすなど、自然界の固

有生物の生態に悪影孵をもたらして問題にな

っている。

これまでの研究から、飼料畑における外来

雑草の荘延は、輸入飼料依存型の畜産経営に

起因することが明らかになり、この問題の本

質には経済効率一辺倒の現代社会の仕組みが

関係していると考えられる。外来雑草の問題

の根本的な解決のためには、現代社会の経済

活動などを含む仕組みの見直しにまで及ぶと

考えられるが、直面している深刻な現状から

判断すると、対症療法的な対策が必要である。

外来雑草の種子は、通常の在来雑草とは異

なり、外国から絶えず侵入してくることが特

徴である。外来雑草が蔓延した飼料畑におけ

る防除技術だけでなく、新たな侵入を阻止す

る技術の開発が必要である。外来雑草の侵入

様式を解明することによって、新たな外来雑

草の侵入を予測できれば、侵入に備えての予

防対策や侵入初期の防除対策ができ、骰用対

効果が大きいと考えられる。

ここでは、箪者らが行なった外来雑草の侵

入経路の研究の一部を紹介し、さらに外来雑

草の侵入様式の特徴に基づいて、リスク管理

の観点から解説する。

2. 輸入飼料を介したイチビの侵

入

アオイ科の一年生草本のイチビは、全国の

飼料畑で発生のないところを見つけるのが難

しいぐらい出現頻度が高い代表的な外来雑草

である。そのため、イチビを代表としての侵

入様式の解明により、そのほかの外来雑草の

侵入様式もある程度の推定が可能になると考

えられる 。わが国へのイチビの渡来は古く、

平安時代以前で、かつては重要な裁維作物と

して広く栽培されていた。1980年代後半の爆

発的な発生までは、自生するイチビ群が見つ

かるのはまれで、雑草としてはほとんど認識

されていなかった。

こうした状況から、かつて繊維作物として

栽培された系統とは異なる新系統のイチビの

侵入様式が存在しているとの試験仮説をたて、

． 
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その検証を行なった。

まず、イチビの発生が飼料畑に集中してい

る実態から、畜産関連の輸入物に新系統のイ

チビの種子が混入していると考え、飼料作物

の種子と輸入飼料を疑った。飼料作物の種子

は、わが国の育成品種であっても、海外で種

子の増殖が行なわれているので、海外で雑草

の種子が混入する機会がある。しかし、実際

には、 0EC D (経済開発協力機構）の品種

保障種子制度により雑草種子の量は非常に低

い水準に保たれるので、飼料作物の種子への・イチビの種子の混入はほとんどないと考えら

れる。

．
 

集約的な畜産経営の発展により、飼料用穀

物の輸入量が急増し、特に濃厚飼料原料の穀

物の輸入鼠は年々増加している。茨城県鹿島

港で、輸入された飼料用穀物内の混入種子を

調査したところ、多種多様な外来雑草の種子

が多鼠に検出された。イチビの種子はアメリ

カ産のダイズやオーストラリア産のルピナス

から多量に検出された。

わが国のジーンバンクに保存されている従

来の作物系統のイチビ（以下：栽培系統）と

輸入された飼料用穀物に混入している系統

（以下：輸入穀物混入系統）のイチビについ

て、その形態、生育特性、 DNA変異を調査

した。

栽培系統と輸入穀物混入系統は遺伝的に全

く異なり、後者には強い雑草性があった。葉

緑体DNAの変異も、栽培系統はハプロタイ

プA、輸入穀物混入系統はハプロタイプBで

全く異なり、遺伝的な分化程度の大きさの違

いが浮き彫りになった。この葉緑体DNAの

変異を分子マーカーとして、国内で蔓延して

いるイチビの系統識別を行なった。その結果、

国内のほとんどのイチビはハプロタイプBで、

輸入穀物混入系統と同じであった（図 1)。

三ハプロタイプA

図 1 分子マーカーを用いた系統識別により明かとな

った雑草化したイチビの由来

このことから、試験仮説のとおり、全国の

飼料畑で大きな被害をもたらしているイチビ

のほとんどが、輸入穀物混入系統であった。

飼料畑でイチビと同様に大被害をもたらして

いるオオクサキビ、セイバンモロコシ、ヒル

ガオ類などの種子も、輸入飼料用穀物中に見

つかることから、これらも輸入飼料経由と考

えられた。

しかし、国内の飼料畑に、 一部、栽培系統

と同じハプロタイプAのイチビが存在してい

た。このイチビは繊維作物である栽培系統の

イチビが輸入穀物混入系統のイチビと交雑し

た雑種系統と考えられた。さく葉標本の記録

からは、イチビは、 1880年代から現代までの

各年代において、途切れずに採集されている

ことから、 1980年代終わりの爆発的なイチビ

の発生までは、栽培系統に由来するイチビは

細々と生育していたと考えられた。繊維作物

である栽培系統に由来するイチビも、何らか

の要因により、拡がった可能性があった。

分子マーカーによる系統識別を利用して、

外来雑草の侵入経路を解明すると、想定外の

侵入様式を見出すことができる。そこで、侵

入様式を詳細に解明することによって、今後、

より効果的に侵入を阻止する方策ができると

考えられた。
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図 2 想定される外来雑草の侵入パターン とその時の発生個体数の推移

時間

3. 空間的・時間的侵入様式の把

握

前述の結果は、現存する外来雑草の個体群

を空間的に解析したものであるが、過去に外

来雑草が侵入したときの侵入様式を推察する

ことができた。しかし、空間的解析だけでは、

外来雑草侵入のリスクを正確に評価できない

侵入様式も想定される。そこで、理論的に可

能性のある三つの侵入様式について、雑草が

国外から侵入した個体数と発生した個体数の

時間的推移を検討した（図 2)。

① パターンAは、近年になってから、多

数の個体が絶えず侵入。

②パターン Bは、過去に、偶発的に多数の

個体が侵入し、以後の侵入はない。

③パターン Cは、昔から、細々と絶えず侵

入。

いずれのパターンも 、国内に侵入個体群が

定着すると、あるとき爆発的に増殖し発生す

る。同じような時期に、同じように爆発的に

発生した外来雑草でも、その侵入様式は異な

っている可能性がある。そこで、外来雑草の

国内侵入を阻止するためには、それぞれの雑

草の侵入様式に応じたリスク管理が必要であ

る。

例えば、パタ ーンBの侵入様式の外来雑草

では、現在は侵入していないから、新たな侵

4 

入の阻止ではなく、既存の個体群の防除技術

が必要である。パタ ーンAやCの侵入様式の

外来雑草では、さまざまな侵入様式を量的に

評価して、それらのインパクト割合に応じた

侵入阻止対策、それに加えて国内に侵入した

個体群の防除対策の技術開発が必要となる。

イチビの侵入様式は、急増した輸入飼料用

穀物に種子が混入しているというパタ ーンA

で爆発的に蔓延し、一部、既存の系統の交雑

も加わったと考えられた。

4. 侵入様式の解明による侵入経

路の遮断

飼料畑で大量発生している外来雑草の多く

は、輸入された飼料用穀物を介して侵入した

ことがわかった。輸入飼料用穀物は、港→飼

料工場→家畜→ふん尿→飼料畑の経路で移動

する。この経路のどこかで外来雑草の種子の

移動を遮断すれば、外来雑草や輸入された飼

料用穀物に混在した種子の侵入を阻止できる。

これまでに、ふん尿中の雑草種子は堆肥化時

の温度上昇とスラリ ーの曝気処理により死滅

することがわかっている。未だ研究段階であ

るが、輸入された飼料用穀物の臭化メチル蕉

蒸の代替技術となりうる電子線照射も雑草の

繁殖力を低下させる。今後、輸入された飼料

用穀物を介した外来雑草の侵入阻止技術の開

発の進展が望まれる。

． 
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一方で、飼料畑で大祉に発生する外来雑草

のなかには、輸入された飼料用穀物を介した

侵入様式だけでは、説明が難しいものがある。

筆者らは、アレチウリとワルナスビに注目し、

分子マーカーを用いて系統識別による侵入様

式の解明を進めている。

アレチウリは、昨年、施行された「外来生

物法」で特定外来生物に指定され、河川敷な

どの固有の生態系を大きくかく乱しているが、

飼料畑に侵入すれば、甚大な被害をもたらす。

また、この雑草は、輸入された飼料用穀物に・は種子がほとんど混入していないこと、飼料

畑と関係がない河川敷などの非農耕地で大発

生していることから、輸入された飼料用穀物

の侵入様式での説明は難しい。

ワルナスビは、種子が輸入飼料用穀物から

ほとんど検出されず、迎伝的に多様な系統が

非常に多くある。畜産と縁遠い市街地の植え

込みでの発生が多いことから、輸入された飼

料用穀物由来では説明ができない。

そこで、生育地域を異にするさまざまな集

団について追伝的関係を明らかにし、侵入様

式の仮説をたて、系統識別を用いてトレース

する研究を展開している。その際に、時間的

侵入パターンの違いも考慮して研究を進めて

．
 

いる。

5. おわりに

飼料畑の雑草は、飼料作物の収鍼、品質お

よびコストに影響する生産阻害要因であり、

それは、外来雑草に限らない。そのため、飼

料畑で現在発生しているすべての雑草の防除

技術の開発が要望されている。しかし、その

なかでも、外来雑草による被害は大きく、多

種多様な雑草が、年々、大最に侵入している

ことから、国内で現在蔓延している雑草に対

する防除技術の開発だけでは、新たな雑草の

侵入は阻止できないので、イタチゴッコにな

ってしまう 。

外来雑草による被害が顕在化するのは、侵

入から長期間の経過した後である（図 2)。

雑草がすでに蔓延した後に防除技術を開発し

ても、開発コストにおいても、また防除に要

する時間においても非常に不利である。外来

雑草の侵入初期段階で蔓延程度が少ないうち

に対策をとることが重要である。つまり、ど

のような管理の飼料畑に、どのような雑草が

蔓延する危険があるかを予測し、雑草を見つ

け次第ただちに対策を講じることが重要であ

る。

こうした観点から、外来雑草の侵入様式を

解明し、それぞれの外来雑草の侵入様式の把

握、さらには侵入様式ごとに侵入リスクの評

価をして、外来雑草の侵入阻止技術を開発す

る方向が重要である。

すでに侵入した雑草の防除技術の開発はも

ちろん重要である。その際、雑草の種類と発

生批により労力やコストを考慮して、防除技

術を選択できるシステムが必要である。

飼料畑に多種多様な外来雑草が侵入してい

るときは、 一度に全雑草を対象として、数々

の防除技術を取り入れると過剰なコストを要

する。持続的な自給飼料生産のためには、雑

草の蔓延状況に応じて、コストの低減を考慮

した防除対策が重要である。

今後は、外来雑草の侵入阻止のためのリス

ク管理、および飼料畑におけるコスト低減を

考慮した外来雑草の適正雑草管理方法を組み

合わせた総合的な外来雑草対策技術システム

の開発が重要である。

5
 



藤川 朗
（ふじかわ あきら）

北海道立畜産試験場

肉牛育種科

北海道における黒毛和種- - - - -

の哺育能力および発育
~ ~ ——--—· 

能力の育種価評価

． 
1 . はじめに

北海道における黒毛和種の飼養頭数は増加

しつつあり、全国第 3位の主産地となってい

る。北海道においても、他の生産県と同様に、

産肉能力に関しては種雄牛と繁殖雌牛の育種

価評価値が生産者にフィードバックされる体

制が確立している。さらに、北海道の黒毛和

種の生産効率を高めるためには、産肉能力の

みならず哺育能力と発育能力の改良が必要で

ある。

子牛の発育に関して、父牛と母牛は追伝子

を通して発育能力を子牛に伝えている（直接

効果）。さらに自然哺乳の低牛は母乳の栄養

成分を通しても子牛の発育に寄与している

（母性効果）（図 1)。黒毛和種においても、

育

悽
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の
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母性追伝効果に関する分析が行なわれ、哺

育•発育能力の育種価評価が可能であること

が明らかとなっている I.2)。ここでは、北海

道における黒毛和種の哺育 • 発育能力の育種

価評価について紹介する。

2. 哺育•発育能力の育種価評価
の試み

まず、哺育 • 発育能力に関する育種価評価

法を検討するために、北海道立畜産試験場

（以下：道立畜試）および道内の 1生産地域

における約1,200頭の黒毛和種子牛の生時か

ら2ヵ月齢までの発育データの分析を行なっ

た。その結果、生時体重、 2ヵ月体重および

生時から 2ヵ月齢までの日増体盤 (2ヵ月

DG) に対する直接追伝効果は約0.3~0.4と中

程度の値であった。また、母性遺伝効果の遺

伝率はほかの研究結果りょりもやや低めの

0.15前後の値であった（表 1)。

このことから、生時から 2ヵ月齢程度まで

の体重測定値を収集できれば、北海道におい

． 

表 1 生時体重と 2ヵ月体重 ・DGの遺伝率

型
生時体重

2ヵ月DG

2ヵ月体重

直接遺伝

図1子牛の発育に対する直接効果（発育能力）と母性効果（哺育能力）

0.33 

0.28 

0.40 

母性遺伝

0.16 

0.13 

0.17 
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ても哺育 • 発育能力の育種価評価が可能であ

ることがわかった。しかし、生時はともかく

2ヵ月齢の子牛の体重（およそ70~80kg)

を測定するためには、少なくとも 100kg程度

まで測定できる体重計が必要である。このよ

うな体重計を携えて生産者を巡回するにはか

なりの労力を必要とし、全道的に展開するこ

とは困難である。

そこで、月齢は約10ヵ月とかなり進んでし

まうが、体重が必ず測定されている子牛市場

成紹を用いて、母性追伝効果の育種価評価が・可能であるかを検討した。道内の家畜市場に

出荷された約6万頭の出荷時体重および出荷

時DGを分析したところ、直接遺伝効果の遣

伝率は0.2と中程度であったが、母性迫伝効

果の追伝率は0.04と低かった（表 2)。しか

し、子牛市場の出荷時体重と 2ヵ月体重の母

性追伝効果の育種価間には約0.66の高い相関

が認められた（図 2)。このことから、次善

の策ではあるが子牛市場成績を用いても哺

育•発育能力の育種価評価ができることがわ

かった。

15 ． r = 0.66 
出 10 n = 187 

i 5 

鎗,,,滋!:... .・ .. 
． ． ． 

の

゜ ・...v . 'tR.f. .. •• ' 、:, . .. . . . . g 価 -5 . .. 
~kg -10 ． ．． ． 

-15 

-10 -5 

゜
5
 

10 
2ヵ月体重の育種価 (kg)

図2 2ヵ月体重と出荷時体重の母性効果育種価間の相関

表 2 出荷時DGと体重の遺伝率

並
出荷時DG

出荷時体重

直接遺伝

0.20 

0.20 

母性遺伝

0.04 

0.04 

3. 哺育能力と移行抗体との関係

最近、下痢などの疾病予防や母牛の発情の

早期回帰のために、黒毛和種でも初乳給与後

に母子を分離し、その後は人工哺育する育成

方法をとる生産者が増えている。このような

「超早期母子分離」の有利性は明らかであり、

自動哺乳装置の祁入とともに、さらに普及す

るものと考えられる3)。すると、これからの

黒毛和種の母牛に求められる能力は、発育能

力と産肉能力の直接効果のみであり、哺育能

カ（母性効果）は必要ないということになる

のであろうか？との疑問が起きる。

ここで、道立畜試で行なった自然哺乳子牛

における移行抗体に関する調査結果を紹介し

たい。初生子牛は生後24時間以内に飲んだ初

乳中の免疫グロブリン (IgG) を腸管から吸

収し、母牛から免疫抗体を受け入れる。子牛

は、この母牛からの移行抗体により抗病性を

獲得するので、血中への移行抗体砒が不足し

た場合には、疾病の発生率やへい死率が高ま

る危険性がある叫 この調査では子牛血清中

の移行抗体醤がピークを過ぎ緩やかに減少す

る時期である生後 2日目の朝に肉専用種の自

然哺乳子牛から採血し、血清中IgGi農度を測

定した。

その結果、生後2日齢の血清中IgG濃度の

平均値はアンガス、ヘレフォードおよび交雑

種（黒毛和種 X アンガスなど）が19~

25mg/mlであるのに対し、黒毛和種では

28mg/mlと高かった。また、この時期の血

清中IgG濃度と非常に相関の高い総蛋白質濃

度 (TP) も黒毛和種は6.14g/dlであり、他の

品種の5.60~6.llg/dlより高かった（表 3)。

黒毛和種の初乳中IgG濃度はホルスタイン

より高いこと 5)から判断して、黒毛和種の子

牛血消中IgG涙度がほかの肉専用種より高い

7
 



のは、恐らく初乳中のIgG濃度が他品種より

高いためと考えられる。一般に、ホルスタイ

ン子牛の移行抗体の必要批は血清中IgG濃度

自然哺がlOmg/mlとされている。 しかし、

乳の黒毛和種子牛においてIgG濃度lOmg/ml

以下の子牛は全体の8.5%に過ぎず、

牛はIgG濃度が高い子牛よりもへい死率が高

かった。また、 黒毛和種子牛への初乳製剤の

みの給与では、かろうじてこのlOmg/mlの

レベルに届く程度であり、黒毛和種の人工哺

育では少なくとも生後 6時間は母牛からの初

乳を自然哺乳させることが推奨されている5)。

この 2日齢の子牛血清中IgG濃度

2ヵ月DGと同じように遺伝的分

この子

さらに、

について、

析を行なったところ、母性追伝効果の遺伝率

は約0.3と中程度の値であった。また、

齢子牛の血清中IgG濃度と2ヵ月DGの母性追

伝効果の育種価間に0.75と高い相関が認めら

れた（図 3)。すなわち、哺育能力の高い母

牛は子牛に初乳抗体を多く摂取させることが

2日

表 3 生後 2日目の子牛血清中lgとTP濃度 （品種別）

品種 頭数 lgG(mg/ml) TP(g/dl) 
アンガス 1372 24.5士12.4 6.11土0.89
ヘレフォード 662 19.3土10.0 5.60士0.71
黒毛和種 1341 28.2土14.2 6.14土0.88
交雑種 326 25.1土12.4 5.95士0.84---------------------------------------
全体 3701 24.9土13.1 6.02士0.88

でき、その後の哺乳期間においても、子牛に

多くの乳を与えて良好に発育させることがで

きる。そして、その追伝的な哺育能力は育種

価評価により把握することができ、改良可能

な形質であることがわかった。

以上のことから、今後人工哺乳が黒毛和種

子牛の育成方法の主流となろうとも、黒毛和

種の母牛には哺育能力が必要であり、依然と

して改良対象の重要な形質であると考えられ

る。

4. Fl子牛の市場成績の育種価

評価への利用

ホルスタイン雌牛に黒毛和種の種雄牛を交

配する酪農家が増加し、交雑種子牛（以下：

Fl子牛）の子牛市場への上場頭数も着実に

増加している（図 4)。これらのFl子牛の

発育データを黒毛和種種雄牛の育種価評価に

利用できれば、黒毛和種の産子データが少な

い種雄牛の育種価評価の正確度の向上が期待

される。そこで、道内の家畜市場に出荷され

たFl子牛の発育データにより黒毛和種種雄

牛の育種価評価を行ない、黒毛和種子牛のデ

ータによる育種価との関連性を検討した。

約 7万頭のFl子牛のデータを解析したと

ころ子牛市場出荷時体重の遺伝率は0.2であ

． 

． 
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図3 lgG濃度と 2ヵ月DGの母性遺伝効果の育種価間の相関 図4 道内子牛市場における上場頭数の推移
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発育が良くない血統のものが多いことによる

ものと思われる。このように黒毛和種子牛の

データが全くない種雄牛や、データが少ない

ために正確度が十分でない種雄牛についても、

Fl子牛の市場成績を利用することで、発育

能力のおおまかな育種価が予測できることが

わかった。
◆
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F 1子牛によるの育種価

図5 F 1子牛と黒毛和種子牛による育種価間の相関

．
 

り、黒毛和種子牛のデータ解析と同様に発育

能力の育種価評価は可能であった。また、黒

毛和種およびFlのデータの双方で育種価が

評価された種雄牛は69頭であり、そのうち双

方のデータでの正確度が0.8以上の種雄牛は

33頭であった。これらの種雄牛において市場

出荷時体重のFl子牛による育種価と黒毛和

種子牛による育種価との間には0.82の高い相

関が認められた（図 5)。

これはFlデータでの育種価から10kgをマ

イナスすれば黒毛和種での育種価がおおまか

に予測できることを示しているが、 Fl用に

よく使われる黒毛和種種雄牛は、その産子の

5. おわりに

今年度から道立畜試は北海道酪農畜産協会

との共同研究「北海道黒毛和種の総合育種価

を用いた交配計画法の確立」をスタートさせ

た 。 このなかで哺育 • 発育能力や繁殖能力な

どを検討し、総合育種価や近交係数を利用で

きる育種価情報と交配計画システムを構築し

ていきたいと考えている。
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今月の表紙

ベトナムでは在来牛として「黄牛」が飼われており、これにインドからのレッドシンディを

交配した「ライシン」と呼ばれる牛もいる。ハノイ近郊の水路ぎわの道で見かけたこの牛も黄

牛系であろう 。あちこちの道端、河川敷、時には街中でよく見かける牛は大抵このような牛で

ある。遠方には、鳥インフルエンザ対策のために柵内で飼うことになったアヒルの群れが見え

る。

（畜産技術協会三浦克洋）
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箕浦正人
（みのうら まさと）

愛知県農業総合試験場

畜産研究部

低エネルギ＿飼料
による採卵鶏の
誘導換羽法

l . はじめに

採卵鶏経営では、卵価の低迷が続いている

ことから、今まで以上の低コスト・省力化が

必要となり、機械化による規模拡大が進んで

いる。一方、消費者は鶏卵の鮮度や品質に敏

感であり、ハウユニットが高い鶏卵が好まれ、

そのため、小売店も卵質のよい鶏卵の納入を

望んでいる。

生産者は、この問題への対応方法の一つと

して、強制換羽を実施している。強制換羽と

は、採卵鶏を絶食させて、いったん産卵を休

止して強制的に換羽させる技術である。これ

により、鶏の加齢による産卵性能や卵質の低

下が防げるので、長期間の採卵ができる。強

制換羽には、次のメリットがある。

1) 育成期：ヒナの導入回数が減るので、

ヒナ代 ・育雛用飼料代 ・ワクチン代の節減、

10 

および移動作業・ワクチン接種労力の軽減。

2) 成鶏期：換羽期間の飼料費の節減、廃

鶏の出荷労力の軽減。

3) 産卵後期：ハウユニット、卵殻強度お

よび卵殻のざらつきなどの卵質改善。

一方で、強制換羽では、産卵開始から約10

ヵ月後に体重の25~30%が減少するまで絶食

させるので、次のようなデメリットもある。

1) 長期絶食で鶏に大きなストレスがかか

る。

2) 絶食末期には衰弱のために死亡する危

険がある。 ● 
3) ふん便中へのサルモネラ菌の排出が心

配される。

2. 強制換羽の代替方法の検討

1)試験方法

低エネルギーのふすまや米ぬかなどの糟糠

類主体飼料（以下：換羽飼料）を給与し、ス

トレスの少ない換羽を誘導する方法 （以下 ：

誘祁換羽）を検討した。試験は次の 4区を設

定して実施した。

ふすま区：ふすま主体飼料（ふすま

95.45%、炭カル4.2%、食塩0.25%、プレミ

ックス0.1%)を69週齢から14日間給与。

米ぬか区：米ぬか主体飼料（脱脂米ぬか

95.4%、炭カル4.25%、食塩0.25%、プレミ

ックス0.1%) を69週齢から14日間給与。

絶食区： 69週齢から体重の25%が減少する

まで絶食（従来の強制換羽）。

無処理区：成鶏用飼料 (CP 18%、ME

2,870cal/kg) を不断給餌（対照）。

いずれの区も換羽処理終了後は成鶏用飼料

を不断給餌した。

供試鶏は白玉卵系の鶏を各区に112羽を配

憫し、飼養はウインドウレス鶏舎で、「ひな2

段ケージ」を用いて 2羽飼いした。

畜産技術 2006年11月サ
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2)換羽飼料の摂取量は徐々に増加

換羽処理の開始後 1~ 3日日の平均飼料摂

取拡は、対照の無処理区が113gであったの

に対し、 誘祁換羽処理のふすま区が19g、米

ぬか区が31gと非常に減少した（表 1)。平

均飼料摂取拡は、換羽処理の開始後 4日目か

ら7日目まではふすま区が37g、米ぬか区51

g、8 Fl日から14日目まではそれぞれ65gと

76gに増加した。この成績から換羽飼料は鶏

の嗜好性が低いため、初めは摂取砿が少ない

が、恨れると摂取最が増加することがわかっ

た。

3)換羽飼料給与は体重減少を抑制して換

羽を誘導

絶食区は、換羽処理開始とともに体重が減

って 9日目で25%減少した（図 1)。 しかし、

ふすま区の体重は換羽飼料に切替え後 8日目

までは減少したが、その後はほぽ横ばいにな

った。米ぬか区の体璽も飼料切杯え後 7日目

までは減少したが、その後は増加した。誘祁

換羽では、換羽飼料給与は開始後しばらくは

体直が減少するが、その後は体重が横ばい、

もしくは増加し、換羽が誘祁されることがわ

かった。

4)誘導換羽中も産卵鶏が存在

ふす ま区は誘甜換羽開始後6日H、米ぬか

区は 7日日、絶食区は 5日「Iに産卵を停止し

た。絶食区は産卵が完全に停止したが、換羽

飼料区は給与後 7日目から14日日の 8日間の

産卵率がふすま区は1.0%、米ぬか区は1.3%

であり、約100羽に 1羽が産卵した。

換羽処理したいずれの区も換羽後に成鶏飼

料を給餌すると 、しばらくして産卵を開始し

た。再産卵率が換羽処理後、 50%に到達する

までの日数は、ふすま区、米ぬか区および絶

食区ともに31~33日で違いはなかった。そし

て、換羽処理後約45日には対照の無処理区を

表 1 処理中の飼料摂取量 （単位： g/日）

処理開始後日数 無処理区 絶食区 ふすま区 米ぬか区
1-3日間 113' 0' 19' 31• 
4-7日間 120• 0' 37' 51' 
8-14日間 117' 103• 65' 76' 

巽符号問に 1%水準で有意差あり

,g 

1,900 

0

0

 

0

0

 

7

5

 

ー
．

I

体
重

l300 

ぶ

90 

産 80
卵
率 70

60 

50 

←絶食区 → ふすま区 丑ー米ぬが区l

0 3 7 8 9 14 21 II 

処理後日数

図 1 体重の推移

週齢

図 2 産卵率の推移

上阿る産卵率になった。

5)誘導換羽は強制換羽と同等の産卵率改

善効果

換羽処理開始後 7週間を経過した76週齢以

降の鶏の産卵率では、換羽処理した各区はと

もに無処理区より高かった（図 2)。この傾

向は最終的なオールアウトのときまで続いた。

20週齢から107週齢までの平均産卵率は、ふ

すま区、米ぬか区、絶食区ともに79%であっ

た。すなわち、誘消換羽は従来の強制換羽と

同等の産卵回復効果があった。

6)誘導換羽で消費者・小売店が望む高ハ

ウユニット卵の生産

ハウユニットの推移をみると、ふすま区と

米ぬか区が無処理区を上回っていた（図 3)。
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図4 卵殻強度の推移

すなわち、誘禅換羽に より従来の強制換羽と

同様に内部卵質が改善した。

7)誘導換羽は産卵後期の卵殻を強化

78~106週齢の卵殻強度（図 4) の平均は、

無処理区が3.0kg/cm2、換羽処理区はいずれ

も3.4kg/c面で改善されていた。誘導換羽は

卵殻強度が増加 し、破卵率減少の効果がある

ことがわかった。

誘禅換羽処理が日産卵量と飼料摂取最お よ

び飼料要求率に与える影押を20~107週齢の

平均成績で比較した。誘導換羽後の日産卵贔

はふすま区と米ぬか区ともに対照の無処理区

とおおむね同等であった。飼料摂取最は誘尊

換羽処理の 2区、無処理区ともに108~109g 

で差がなく 、飼料要求率も2.0で無処理区と

差はなかっ た。

3. 換羽飼料給与はストレスの少

ない誘導換羽法

換羽処理前の体重と誘導換羽処理中の最低

体重との差を体重減少率でみると、絶食区の

体重減少率は25%であった。一方、ふすま区

の体重減少率は16%、米ぬか区は15%であり、

この両区の体重減少率は小さかった。

すなわち、ふすまあるいは米ぬか主体の換

羽飼料給与では、休産中でも体重は横ばい、

または増加に転じていた。これらの点からみ

ても、ふすまおよび米ぬか主体の換羽飼料を ~ 
用いた誘尊換羽法は鶏にとってストレスが小

さい換羽技術と考えられた。

4. 換羽処理期間の鶏の所見

l)外観

誘導換羽では、換羽処理開始後 9日目の鵠

を観察すると鶏冠の血色が良く、動作は活発

で、ふだんと同様に餌をついばみ続けていた

（写真 1左）。一方、強制換羽では、換羽処理

． 
銹導換羽 強制換羽

写真 1 換羽処理中の鶏

開始後は元気がなくなり、じっとして動かず、

沈み込んだ様子を示した（写真 1右）。

2)卵管

卵管は、対照の無処理区の鶏が長さ59cm、

重量48gであった。一方、強制換羽の鶏の卵

管は長さ25cm、重贔 7g、誘禅換羽の鶏の卵

管はそれぞれ29cm、 7gであった。誘樽換羽

では、換羽処理開始後11日目の休産鶏では、

12 畜産技術 2006年11月号



無処理 強制換羽 銹導換羽

写真2 換羽処理中の卵管（処理開始後11日目）

．
 

銹導換羽 強制換羽

写真 3 換羽処理中のふん便

強制換羽と同様に卵管が萎縮していた（写真

2)。

3)ふん便

強制換羽では、鶏には飲水しかさせないの

で、ふん便は水様であった（写真 3)。一方、

誘甜換羽では、鶏に飼料を給与しているので、

ふん便は固形であった。

● 5. 誘導換羽処理の留意点

自動給餌機での搬送途中に餌が落ちなくなっ

たり、リミッターが効きにくい場合がある。

現在、当場で改善方法を検討している。

3)誘甜換羽では、換羽処理開始から再産

卵率が50%に達するまで、 31日から33日かか

り、無処理鶏の産卵率に追いつくまでに約45

日を要する。また、誘導換羽後の飼養期間が

短いと、総産卵醤が無処理より少なくなる。

そこで、産卵率と卵質が再低下する直前まで

長期間の飼養を行ない、最大限の経済的メリ

ットを引き出すことが重要である。今回の試

験では、誘祁換羽処理を始めてからオールア

ウトまで38週間の飼養をした。

4)換羽飼料の給与期間は、冬期が約14日

間で短め、夏期が約21日間で長めに設定する。

換羽飼料の給与期間が短すぎると、換羽が不

十分となり効果が持続しない。十分な換羽効

果を得るための換羽処理終了の適期は主粟羽

の抜け始めるころである。

5)強制換羽では、処理終了日を誤まると

鶏が衰弱してへい死する危険がある。しかし、

誘祁換羽では、鶏に換羽飼料が給与されてい

るので体力が保持されへい死の危険はほとん

どない。特に、気温が低いために体力の消耗

が激しい冬期では、誘甜換羽は効果的であり、

経営者にとってリスクの少ない換羽処理技術

1)誘祁換羽処理を開始してから産卵が止 といえる。

まるまでの間は、換羽飼料に炭酸カルシウム 誘祁換羽は動物福祉の流れにも沿っている

を8% (Ca成分で 3%)の割合で配合する。 新しい換羽技術である。今後、さらに本技術

これは、 一時的に鶏がカルシウム不足となり、 の確立のための研究の進展が望まれる。

脚力が弱くなるのを防ぐためである。群飼ケ

ージでは、しゃがんでいる鶏はほかの鶏が乗 参考文献

りかかると脚が大きなダメージを受ける。脚 1 . 箕浦正人ら ：愛知牒総試研報，37.. 173-179 

弱症状がみられない場合は、適批のかき殻の (2005) 

添加でもかまわない。

2)換羽飼料は糟糠類主体のために比重が

0.3と小さく、ふかふかしている 。そこで、

13 



技術情報 金谷 勉

2 （かなやっとむ）

日本草地畜産種子協会

新発売される
飼料作物
品種の特色

l . はじめに

現在、全国で飼料増産運動が展開され、耕

作放棄地などにおける放牧の推進、草地更新

による生産性向上、コーンサイレージの生産

拡大、稲発酵粗飼料の増産、コントラクター

利用の推進などの多くの取り組みが行なわれ

ております。これらの飼料生産に関する運動

を進める場合、それぞれの地域の気象条件や

利用形態を考慮し、それに適合した草種・品

種を選定する必要があります。飼料作物の育

種は（独）農業・食品産業技術総合研究機構

を始め、地方自治体の研究機関などで行なわ

れ、年々その成果が出され、新しい品種が提

供されております。これら新品種の特徴を踏

まえて活用していくことが大切です。

14 

2. 新品種育成から種子流通まで

に必要な期間

新しい品種を育成した後に、その品種の種

子を実際に流通させるには種子の益を増やす

必要があります。しかし、育種家が品種を作

ったときの最初の世代の種子（以下：育種家

種子）の最は僅かであり、数世代をかけて増

やさなければなりません。牧草の例では、育

種家種子を第 1世代とすれば、実際に日本の

畜産牒家が使用する種子は第4世代に当たりま

す。第 2世代（以下：原々種）と第 3世代

（以下：原種）は（独）家畜改良センタ ーで厳

重な管理のもとに生産され、その原種種子を

（社）日本草地畜産種子協会がアメリカのオレ

ゴン州を主な採種地とする海外で 1世代増殖

して、国内販売用種子となります。例えば、

イタリアンライグラスでは、 1世代を経るご

とに種子批が約100倍に増えますので、育種家

種子1kgは1,000トンの流通種子になります。

これらの増殖過程では、 1世代に 1年かか

り、さらに海外増殖のための検査、輸送など

による時期のずれで 1年余分にかかることか

ら、登録した年に種子増殖を開始すれば、国

内での販売は、最短でも登録後 5年目になり

ます。近年、新品種の普及を早めるための対

応として、家畜改良センターでは先行増殖に

取り組むとともに、採種批の多い品種は原々

種の種子を海外増殖用基種子に用いるなどし

て、新品種の普及期間の短縮に努力していま

す。

3. 最近育成された品種

国内の公的な機関で育成され、平成13年度

以降の 5年間に登録された飼料作物の品種

（飼料用イネを除く）を表に示しました。表

の流通状況欄にあるように、新しい品種も次

畜産技術 2006年11月り
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表 近年育成された飼料作物品種一覧

草種

ハイブリッドライグラス

オーチャードグラス

アカクローパ

アルファルファ

青刈り‘ノルガム

イタリアンライグラス

ペレニアルライグラス

青刈りとうもろこし

アルファルファ

イタリアンライグラス

チモシー

ローズグラス

青刈りえん麦

ベレニアルライグラス

オーチャードグラス

トールフェスク

スムーズプロムグラス

青刈りとうもろこし

青刈りとうもろこし

青刈りとうもろこし

注 1:流通状況襴の表示は下記のとおり

o: すでに流通している品種

＊ ：平成19年鳩種用として、新たに販売に供される品種

＊：平成20年もしくは21年からの販売に向けて検討中の品種
注 2: 育成場所襴では、（独）農菓・食品産業技術総合研究植構の場合、場所名のみを表記した

登銭年

平成13年

平成14年

品種

ハイフローフ

ハルジマン

ナツユウ

ネオタチワカパ

秋立

さちあおば

ポコロ
おおぞら

況

◎

0
0
*
c
I
 0

0
◎
 

状通流

平成15年

平成16年

平成17年

ハルワカパ

はたあおば

なつさかり

リョクフウ

たちあかね

ャッカゼII

はるねみどり

ウシプエ

フーレップ

ばぴりか． きたちから

タカネスター

＊
 
*
＊
＊
 

＊
 

＊ 

＊
＊
 

育成場所

山梨県賂農試験場

北海道農業研究センター

北海道農業研究センター

愛知県総合農業試験場

長野県畜産試験場

山口県農業試験場

北海道立天北農業試験場

北海道農業研究センター

北海道農業研究センター

茨城県畜産センター

北海道立北見農業試験場

鹿児島県農業試験場大隅支場

九州沖縄農業研究センター

山梨県酪農試験場

北海道農業研究センター

九州沖縄農業研究センター

北海道立北見農業試験場

北海道農業研究センター

北海道立根釧農業試験場

北海道農業研究センター

長野県中信農業試験場

． 

第に市場に出回り始めています。平成19年の

播種用として、来年から新たに種子の流通が

始まる 4品種の特徴などを以下に説明します。

1)チモシー「なつさかり」〔採草利用に

適した晩生チモシー〕

チモシーは早生から晩生まで国産品種の品

揃えがある草種ですが、晩生の品種は「ホク

シュウ」だけでした。「ホクシュウ」は茎数

型の品種で放牧利用向きであるとともに、耐

倒伏性と斑点病抵抗性が十分ではなかったた

め、採草用としての利用はあまり進みません

でした。

「なつさかり」は採草利用適性の高い晩生

のチモシー品種として育成されました。「ホ

クシュウ」の欠点であった耐倒伏性と斑点病

抵抗性を改良し、収醤性、越冬性、耐寒性は

「ホクシュウ」と同程度かやや優れていると

いう成組が得られています。採草用として

「なつさかり」を利用することにより、早晩

性の異なる品種の組み合わせが長期間にわた

って可能となり 、収穫適期幅の確保が容易に

なります。また、採草利用に優れる品種です

が、放牧にも利用できます。

栽培適地は北海道一円です。今まで「ホク

シュウ」を採草に利用していた地域や中生品

種で刈り遅れになっていた草地での本品種の

利用がお勧めです。年間2回の採草利用に最

も適しますが、 1回刈りでも十分な永続性を

示します。収穫に当たっては、適期刈りを遵

守するように心がけて下さい。

2)□ーズグラス「リョクフウ」〔初期生

育に優れた一年生夏作用□ーズグラス〕

ローズグラスはわが国の暖地型牧草の基幹

草種ですが、わが国の 4月から 5月にかけて

の気温はローズグラスの生育には低いため、

初期伸長が劣り、雑草との競合に弱いという

間題がありました。これまでに「ハツナツ」

と「アサッュ」が育成され、収屈性などが次

第に改善されてきましたが、初期伸長性がさ

らに優れた品種の育成が求められていました。

「リョクフウ」は初期生育に優れた品種と

して育成されました。一年生利用で従来品種

より収醤が多く、特に一番草の収醤が優れて

います。この傾向は関東から南九外1までの広
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い地域で確認されており、関東以酉の一年生

夏作牧草としての利用に適しています。利用

する際には、一番草を刈り遅れると再生不良

による裸地化が起こりやすいことに留意して、

刈り遅れないよう早めに収穫するようにして

下さい。また、南西諸島においては、多年利

用で「アサッュ」と同程度の収量があること

が確認されています。

3)アルファルファ「ネオタチワカバ」

〔複合抵抗性の温暖地向けアルファルフ

ァ〕

暖地、温暖地向けアルファルファ品種とし

ては、これまで、早期繁茂多収性の「ナツワ

カバ」、耐倒伏性の「タチワカバ」、耐湿性の

「ツユワカバ」が育成されてきましたが、こ

れらの品種はアブラムシに弱く、また倒伏

性・耐湿性・多収性の特性などをあわせて持

つものではありませんでした。使いやすさと

いう観点から、優れた特性をあわせ持つ品種

の育成が求められていました。

「ネオタチワカバ」は耐湿性、アブラムシ

抵抗性、菌核病抵抗性に優れた耐倒伏性品種

として育成され、収鼠性、永続性も高いこと

が確認されています。「タチワカバ」に比べ

て耐湿性が、また「ツユワカバ」に比べて耐

倒伏性が大幅に改良されており、様々な立地

条件での利用が可能となりました。

東北南部から九州にかけての広範な地域に

おいて、安定多収品種としての利用が望めま

す。しかし、耐雪性にやや難があるため、多

雪地帯での栽培は避けて下さい。

4)青刈りトウモロコシ「ばびりか」〔根

釧でマルチ無しでも栽培可能なトウモロ

コシ〕

自給飼料の増産を進める中で、牧草に比べ

て高栄養で多収なサイレージ用トウモロコシ

の重要性は高まっています。草地酪農地帯の

16 

根釧地域においても、飼料自給率の向上を図

るためには雌穂割合の高いトウモロコシの栽

培拡大が不可欠です。しかし、生育期間中の

気象条件の制約からトウモロコシの栽培限界

地帯となっている根釧地域では、安定して黄

熟期刈りの可能な熟期に達する極早生品種は

無く、当該地域で求められる早熟性や初期生

育性、重要病害のすす紋病に対する抵抗性な

どの特性を備えた安定多収品種が求められて

いました。

「ぱびりか」の熟期は「早生の早」に属し、

根釧地域でもマルチ無しで栽培が可能なトウ ~ 
モロコシです。初期生育が良好で、乾物中の

雌穂の割合が高く、すす紋病抵抗性も「中」

程度まで改善されています。早く花を咲かせ

るため、冷害年への安心感はかなり高い品種

といえます。

ただし、栽培適地は北海道の根釧地域に限

定されています。根釧地域以外での栽培では

耐倒伏性にやや劣るためです。栽植密度は通

常の露地栽培では10a当たり 8,000~8,500本程

度とされています。

現在、冷害に非常に強いという本品種の長

所を活かし、短所を補う栽培法として、「ば

びりか」と他品種を組み合わせた交互条播、

露地狭畦栽培についての試験が進められてお

り、その成果が期待されています。

4. おわりに

平成19年の播種用種子として、新たに供給

する品種は以上の通りです。日本草地畜産種

子協会は、平成20年あるいは21年の播種用の

種子として、新しい品種の供給について準備

を進めています。今後も新品種種子の速やか

な供給ができるよう努力していきます。

畜産技術 2006年11月号
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岡山県総合畜産センター

栗木隆吉（くりき たかよし）

岡山県総合畜産センター 経営開発部長
―鼻~

三

．
 

． 

l . 沿革

岡山県では、平成元年に和牛試験場、酪農

試験場および養鶏試験場を統合して、久米郡

旭町 （現在の美咲町）に新しく岡山県総合畜

産センター （以下：センター）を開所しました。

2. 組織

センターは4試験研究部と総務課から構成

（図 1)され、現在の定員は69名です。また、

乳用牛90頭、肉用牛200頭、豚350頭、鶏

3,500羽を飼養しています。

経営開発部：試験研究の企画調整、研究成

果の広報、農業大学校分校の業務や畜産物の

品質改善、加工技術、遺伝子情報の利用技術

の開発を担当しています。

大家畜部：酪農や自給飼料の生産技術、受

精卵移植技術の開発や受精卵を生産者に供給

する業務を担当しています。

和牛改良部：種雄牛の造成やその精液の配

布事業、和牛繁殖雌牛の飼養管理技術や子牛

の育成技術の開発を担当しています。

環境家畜部：バークシャ一種の種豚および

「おかやま地どり」の素雛の供給や生産技術

の開発、家畜ふん尿処理技術の開発を担当し

ています。

3. 試験研究の基本的な考え方

県全体の施策推進の基本計画として策定さ

れた「岡山夢づくりプラン」に、循環型社会

や安全• 安心な社会の構築が謳われています。

センタ ーも、この視点を重視して四本柱をた

て、試験課題の設定や業務を進めています

（図 2)。

4. 現在の主要な研究課題

1)遺伝子情報を活用した効率的な種雄牛

一＞優良家畜の生産 ・供給

＞生掻性の向上

＞生餐コストの低最

＞ 自給嗣料の増薩

一
― ＞肉質 ・乳賞 ・卵賣の改良

＞ おいしさの向上

一●●筍： "名 （●鴨5,研賣"・"葎"'

＞鑓庫的な家畜鯛青 ＞賓機資瀑の爾環利用

＞籠膚に役立つ機能性の付加 ＞環境負11fの低減

＞合成杭菌剤や抗生剤の使用抑制 ＞遊休 ・荒魔地の畜蜃的利用

図 1 組織図 図2 研究開発の四本柱
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の造成：黒毛和種についてDNAマーカーに

よる経済形質の連鎖解析を用いた種雄牛選抜

を検討しています。基幹種雄牛の「利花号」

の家系に経済形質に関連する3マーカーが特

定され、後継種雄牛の選抜指標（マーカーア

シスト選抜）に利用されています。

2) 高能力が期待される受精卵の供給：高

能力の乳牛や和牛の繁殖雌牛を早期に造成す

るために、家畜保健衛生所と連携して受精卵

移植事業を実施しています。センターは能力

の高い牛群の維持、受精卵採取および性判別

討しています。

7) 乳酸菌を活用した食品製造および農産

副産物の飼料化技術の開発：豆腐粕や稲わら

を効率的に利用する飼料化システム、乳酸菌

を添加したサイレージ化、乳酸菌のプロバイ

オティクス効果による子牛の下痢防止技術を

検討しています。

5. その他の事業

1)全国和牛共進会で活躍が期待される種

雄牛：平成19年の鳥取県における全国和牛共

を行ない、受精卵を生産者に供給しています。 進会に向け、出品候補牛の選定や飼養管理の ~ 
生産者が保有している高能力牛から採卵でき

ない場合に、センターで預かり経腟採卵をし

ています。受精卵の年間供給数は、乳牛が約

85個、和牛が約200個です。

3)地域住民と共同でふん尿処理技術の開

発：センターのスクープ式堆肥舎とメタン発

酵施設を利用して、地域と共同で分別収集し

た生ゴミに家畜ふんを混合 ・堆肥化する技術、

堆肥の悪臭防除、メタン発酵の消化液の処理

技術を開発しています。

4) 高品質なブランド食肉の生産技術の開

発 ：本県のブランド肉「おかやま黒豚」の赤

肉率向上のためのリジン給与試験、また「お

かやま地どり」について近赤外分光法による

生体の腹腔内脂肪量推定法を利用した低腹腔

内脂肪鶏の選抜を行なっています。

5)作業負担を軽減した和牛の飼養技術の

開発 ：和牛繁殖農家における放牧時の繁殖管

理軽減のため、特殊センサーによる発情検知

情報を ITを活用して生産者伝達する低コス

ト技術を検討しています。

6) 三次機能を強化した畜産物や加工品の

開発：廃鶏肉由来の発酵調味料の血圧上昇抑

制作用を明らかにし、また共役リノール酸を

豊富に含むジャージー牛の生乳生産技術を検

18 

指導をしています。

2)六次産業化を支援する技術研修： 平

成 4年に畜産の六次産業化支援のために設立

した「岡山県畜産物加工技術研究会」を開催

し、食肉マイスターを招いて、肉加工技術向

上と新製品開発を進めています。

6. 「まきばの館」について

一般県民の畜産についての理解と畜産物の

消費拡大を目的に、センター内に「まきばの

館」が作られ、畜産物加工品の製造工程の見

学や県内産畜産物を素材とした料理が味わえ、

またラベンダー園や動物広場もあり、多くの

人が訪れています。

7. おわりに

現在、多様化した農業生産現場からの様々

な要望に、 一研究機関では対応が難しくなっ

ており、地域の畜産振興のために、このギャ

ップを埋めることが大きな課題です。今後、

研究機関の間の連携、情報の交流、そしてこ

うした業務を担当する人材の確保が必要であ

ることを痛感しています。

畜産技術 2006年11月号
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． 日本の伝統文化と家畜

(6)スコットランドヘ旅した招き猫
正田 陽一 （しょうが- よついち） 人と動物の関係学会顧問

l . 伴侶動物としてのネコ
好意謝するに 余りあれども」

ネコ好きのお医者さんの詠んだこの歌の気

持ちが、ネコ派の私には良くわかる。ペットの代表的動物としてイヌとネコをあ

● げることに異を唱える人はいないであろう 。
2. 日本人とネコ

． 

しかし、この 2種類の動物のペットとしての

性格は対照的で大きく異なっている。それは、

彼らの野生の祖先種から受け継いだ追伝的な

差異による。

イヌの祖先は集団で生活するオオカミであ

った。群の中でボスにしたがい、順位性のル

ールを守って生活してきた彼らは、家畜にな

っても飼い主をボスとして、その命令に服従

することに何の抵抗もなかった。忠犬ハチ公

やフランダースの犬などの話はイヌのこの性

格をよく示している。

ネコは違う 。ネコは野生のリビアヤマネコ

を家畜化したものと考えられている。このヤ

マネコは森の中で単独生活を送る動物であり、

テリトリーを守ることで個体問の秩序を保っ

てきた。飼育下に入っても、飼い主を主人と

認めることはなく、単なる共同生活者として

テリトリーを共有すること許しているに過ぎ

ない。「ネコは恩を 3日で忘れる」などと言

われているが、忘れるのではなく、初めから

感じていないのである。

このようなネコの気位の高い性格が、かえっ

て時おり甘えてくれたときに、私達の自葬心を

揆ぐる効果を高めてくれているのであろう。

「尻祇めた 舌で我が口祇める猫

わが国でも、縄文時代のネコの追骨が出土

しているが、これは野生のヤマネコのものと

みられている。奈良時代の「古事記」、「日本

書紀」、「万葉集」などには、ネコは現れてお

らず、最初に登場するのは「日本霊異記 （リ

ョウイキ）」の「死んだ父親がネコに生まれ

変わって、子の家に飼われる」という 8世紀

ごろの怪談である。寛平元 (889)年の「宇

多天皇御記」には、唐から渡来した黒ネコを

先帝より譲られたという日記があり、当時の

宮廷では一般庶民の飼っていた「浅黒いネコ

（キジネコと思われる和ネコ）」とは違う 墨の

ような漆黒の中国渡来の「唐 （カラ ）ネコ」

がペットとして珍重されていたことが知られ

ている。

日本特産のネコの三毛猫 （ミケネコ）は、

英名を「JapaneseBob-tail」といい、尾は短

い「切り尾」で、毛色は白地に黒と茶 （オレ

ンジ）の斑紋が散らばっているネコである。

日本人は昔からこの三毛猫に不思議な力が備

わっているとして大切にしてきた。それが

「船の守護神としての雄の三毛猫」であり、

「招福猫児（マネキネコ）」である。
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3. 船の守り神としての雄の三毛
猫

古くから「三毛猫は幸せを招く」と信じら

れていたが、特に船乗りには「三毛猫を乗せ

ていれば船は遭難しない」と考えられていた。

雄の三毛猫は極めて数が少ないので特別に大

切にされた。

「猫が騒げば時化 となり眠れば凪となる」

といわれていて、天気予報の役割を果たした

り、嵐で方角を失った時には「猫の向いた方

が北」と磁石の役Hをした。もちろん、食料

や積み荷をネズミの害から護る役割もあった

し、船員たちの心を慰めるなど、ネコは船に

は欠かせない動物であった。

三毛猫の雄がめったに生まれない貴重な存

在であるのは、次の理由による。ネコは19対、

すなわち38本の染色体 (18対の常染色体と 1

対の性染色体［雄XY、雌XX]) を持ち、毛

色はその染色体上にある数対の毛色遺伝子の

組み合わせによって決定される。三毛の毛色

はWw、Aa、Ss、Ooなどの組み合わせで現

れる。この中で0遺伝子座ば性染色体のX染

色体上に位置している 。 したがって、 Ooと

いうヘテロの個体は通常xxの性染色体を持

つ雌にしか出現せず、 XY染色体を持つ雄に

は0 (オレンジ）か0 (黒）の斑紋の個体し

か生まれてこない。

まれに出現する雄の三毛猫は、性染色体が

XXYまたはXXXYとなっている染色体異常の

個体（クラインフェルター症候群）であり、し

たがって雄の三毛猫は繁殖力を持っていない。

雄の三毛猫の活躍は古い昔のことばかりでは

ない。昭和32(1957)年に南極の昭和基地を建

設した第 1次南極観測隊に 1匹の雄の三毛猫が

参加している。永田武隊長の名をもらって「タ

ケシ」と呼ばれたこのネコは、西堀栄三郎越冬

隊長ら11人とともに一冬を南極で暮らして、翌

年11月に「宗谷」で無事に帰国した。タケシは

基地では一番暖かい発電造水棟をねぐらとして

暮らし、ときには隊員たちに頭から袋をかぶせ

られるなどの悪戯をされながら、ペットとして

の重責を果たしたのである。

4. 遊女屋のマスコットとして生
まれた招き猫

天明年間 (1781~88) には江戸本所回向院

前と 二つ目弁天前に、金猫、銀猫という 2軒

の遊女屋があり、それぞれ金銀のネコの置物 ~ 

を軒先に置いて繁盛していた。銀猫の方が開

店は早かったが、金猫の方が値段の高い高級

店であったそうだ。これが福を呼ぶ招き猫と

して、 一般に広まるようになったという説が

ある。 このネコ達が片手をあげていたかどう

かは定かではない。

現在の招き猫のオーソドックスなスタイル

は、毛色は和猫独特の三毛で、尾は短く曲尾、

前掛けをかけて首に鈴をつけている。片手を

あげているが、右手をあげているのはお金を

招き、左手をあげているのは人（客）を招く

といわれている。なかには両手をあげている

欲張りな猫もいるそうだが、ポーズが「お手

上げ」に通ずるとして御利益を疑う人も多い。

あげた手が耳より高いものを慶ぶ風習もある。

毛の色にはさまざまな変異があり、それに．
 

よって御利益が異なっている 。黒は魔除け、

厄除けの効果があるとされるが、これは文明

年間 (1469~86) に太田道灌が江古田が原で

敗れて敵に追われた際に、黒猫の案内で難を

逃れたという伝説によるものだろう 。赤猫は

病除けで、これは赤ベコ同様、かつて赤色は

疱癒（天然痘）除けの色と信じられていたか

らである。
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5. 豪徳寺と招福猫児（マネキネ

コ）

東京の世田谷区にある豪徳寺は幕末の大老井

伊直弼の墓所として名高い寺で、広大な寺域に

は老樹が鬱荘と茂り、荘厳な本殿、三層の塔、

重厚な総門などがあり、参詣する人も多く、賑

わいも絶えない名刹（メイサッ）である。

しかし、その昔は極めて貧乏な寺で、数人

の雲水が托鉢してようやく暮らしを立てるよ

うな有り様であった。ときの和尚はことのほ

● か猫好きで、 一匹の白猫を可愛がって育てて

いたが、折に触れ「恩義を感じたならば何か

幸せを招いておくれ」といい聞かせていた。

ある夏の昼下がり、寺の門前が何やら騒が

しいので和尚が出てみると、鷹狩りの帰りと

みられる数人の身なりの整った武士が馬を乗

り捨てて「今、我々が通りかかった際、 一匹

の猫が門前にうずくまって片手をあげてしき

りに我らを招き入れようとした。その態度が

あまりにも不審だったのでお訪ねした次第だ

が、しばらく休息させて欲しい」という 。

和尚が快く奥へ招じ入れて茶菓子を出して

いると、にわかに一天かき蒻り浦然（ハイゼ

ン）と豪雨が降ってきた。雷鳴も轟き凄まじ

い嵐となり、激しい落雷の響きがいくつも続

いた。和尚はそのなかで武士たちに静かに法

話を語り続けた。聞き終えた武士は喜んで

「我こそは江州彦根の城主井伊掃部頭直孝なり、
．
 

猫に招き入れられ雨をしのぎ貴僧の法談に預

かることこれ偏に仏の因縁ならん、以来更に

心安く頼み参らす」といって帰っていった。

以来、栄徳寺は井伊家の菩提寺として栄え、

和尚はこれも猫のおかげと猫の死後もねんごろ

に菩提を弔った。後に、この猫の姿を人形に作

り、招福猫児（マネキネコ）と称えて崇め祀る

と、吉運が来ると世に知られることになった。

このほか、大阪の住吉神社、東京の今戸神

社、群馬県の海雲寺などの寺社でも、招き猫

が祀られているが、これらのネコは毛色が白

色のものが多く、その遺伝子型には優性白遺

伝子 (W) が存在していると考えられ、尾は

曲尾ではなく直尾である。

この差から考えると、寺社系の白い招き猫と

商業系の三毛猫招き猫（そのほとんどが常滑

［トコナメ］で生産されている）とはファウン

ダー（起源）を異にする別系統であり、わが国

の招き猫の発生は多元的であったと考えられる。

6. スコットランドヘ旅した招き
猫

来年の平成19(2007)年10月5日から 8日

までの 4日間、東京の京王プラザホテルを会

場として「第10回 ・人間と動物の関係に関す

る国際会議 ：IAHAIO 2007 Tokyo」大会が

開催される。 3年に一度開かれるこの国際大

会がアジアで開催されるのは、今回が初めて

である。この大会の日本招致が決まったのは、

一昨年の11月に英国のスコットランドで開か

れた「IAHAIOグラスゴー 2004」の大会で

あった。私は2007年大会の準備委員会長とし

てこの大会への出席の責任があったのだが、

都合で出席できず、代わりに委員会のプース

に一匹の招き猫に座って貰った。

理事会に出席した 4名の副委員長の活躍で、

わが国への招致は無事に承認されたのだが、

その日からこの印鑑屋さんの店頭から借りて

きた招き猫は、展示場のプースを訪れる参加

者たちがスイッチを押すたびに「ニャー」と

鳴きながら「Welcometo IAHAIO 2007 

Tokyo Japan」の判子を押して、東京大会へ

の参加を呼びかけた（写真 1)。

この左手をあげた招き猫は、大会招致の大

役を果して無事に印鑑屋さんの店先に、スコ
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写真 1 「IAHAIOグラスゴー2004」のブースに参加した招き猫

ットランド旅行の疲れも見せずに帰国した。

大会の開催まで残すと ころあと 1年！

準備委員会はいま開催費用を援助していた

だくためのスポンサー探しに懸命な努力を続

けている。

写真 2 豪徳寺の白い招き猫

今、私の机の上にはスコットランド大会に

出席 した招き猫の写真と並んで、豪徳寺の白 ~ 
い招き猫が右手をあげて座っている（写真 2)。

私は、この白ネコに「開催費用もヨロシク」

と毎日お願いをしている。

~~ ベrへ,~へて-:-~-,....;:-'"""''"""''"""''"""'~:-rvへ,~,....,今今V"'V""'-=-~六rへ7ベ;---.;-、~,-.:-~:-~;-、~:-~,-.,-.,-.,-.,-.:-~;

人の動き

（生産局平成18年9月30日付）

井戸将悟退職〔北海道帯広市農務部副参事へ〕

（畜産振典課課長補佐〔需給班担当〕

兼大臣官房環境政策課）

（生産局平成18年10月1日付）

前間 聡畜産企画課課長補佐〔調整班担当〕

（消費 ・安全局動物衛生課課長補佐

〔国際獣疫班担当〕兼消費・安全局国

際基準課）

外山 高士畜産企画課課長補佐〔環境保全班担当〕

（宮崎県農政水産部畜産課課長補佐

〔生産プランド担当〕）

中 裕伸 畜産振典課課長補佐〔総括及び総務班

担当〕種苗課併任（大臣官房秘書課付）

山内 洋志畜産振典課課長補佐〔飼料生産計画班

担当〕（畜産振典課課長補佐〔草地整

備事業第二班担当〕）

原 宏畜産振興課課長補佐〔飼禿技術班担当〕

（独立行政法人家畜改良センタ 一宮崎

牧場種畜第一課長）

金 澤正尚 畜産振典課課長補佐〔改良技術班担当〕

（畜産企画課課長補佐〔調整班担当〕

兼大臣官房秘書課兼農林水産副大臣秘

害官事務取扱）

松尾佳典畜産振典課課長補佐〔需給班担当〕大

臣官房環境政策課併任（畜産振典課飼

料専門官）

岡野 博畜産振典課課長補佐〔草地整備事業第

二班担当〕（東海農政局生産経営流通

部畜産課課長補佐〔草地〕）

田中 誠也 競馬監督課課長補佐〔総括及び総務班

担当〕競馬監督課課長補佐〔地方班担

当〕併任（競馬監督課課長補佐〔地方

班担当〕）

倣同 康利 畜産企画課畜産専門官（独立行政法人

牒畜産業振興機構酪牒乳業部調査役）

西端 暁久 食肉鶏卵課畜産専門官（食肉鶏卵課食

肉需給 ・貿易班需給第一係長）

岡 睦東北農政局生産経営流通部畜産課課長

補佐〔草地〕（畜産振典課飼料専門官

兼牛乳乳製品課）

（家畜改良センター 平成18年10月1日付）

花立 信二 企画調整部海外協力課長（生産局畜産

部畜産振興課課長補佐〔飼蓑技術班担

当〕）

武田 哲夫 個体識別部個体識別情報課長（東北農

政局企画調整室企画官）

深水 弘文 十勝牧場種苗課長（宮崎牧場飼料課長）

中村 二敏宮崎牧場種畜第一課長（宮崎牧場種畜

第一課課長補佐）

中山 文行宮崎牧場飼料課長（十勝牧場種苗課長）

．
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駒井亨
（こまい とおる）

京都産業大学名誉教授

I 
鶏の育種および
育種事業の変遷

． I. 鶏の育種（品種改良）

の変遷

．
 

l . 鶏の品種の成立

東南アジアやインドに現存する野鶏

(jungle fowl) は紀元前6000年以前に家禽化

されていて、これが中国やインドで大型、多

産化されたものが中東を経て欧州に伝播し、

さらに改良が加えられたが、 17世紀ごろまで

は品種として確立されていたわけではなく、

体型、羽色、冠形などもまちまちで極めて雑

駁なものであったと思われる。

しかし、 18世紀には、各国でそれぞれ独特

の体型、羽色、冠形などをもった品種が形成

され、 19世紀になるとこれらの形態形質が洗

練、固定された品種 (breed) や内種

(variety)が多数の愛好者によって作出され

た。

新大陸（アメリカ）には、 17世紀以降、欧

州各地から移民と共に多数の鶏種が持ち込ま

れたほか、 18~19世紀には多数の貿易船が世

界各地から様々な鶏種を持ち帰り、これらが

混血して、その「るつぼ」の中から新しい品

種が作出された。

この時代、篤農家だけでなく、医者、法律

家、牧師などの知識階級の人々の中にも鶏愛

好者が多く、新品種の作出に熱中したといわ

れる。

日本で多数の日本鶏の品種が作出されたの

も、この時代（江戸時代の中・後期）である。

鶏、水禽、七面鳥の品種の体型、体重、羽

色、羽装、冠形などを克明に規定した家禽標

準 (ThePoultry Club's British Poultry 

Standards) がイギリスで最初に発刊された

のは1865年であり、またアメリカ家禽協会

(American Poultry Association)がアメリ

力家禽標準 (TheStandard of Perfection) 

を初めて刊行したのは1874年であった。

この時代、イギリスやアメリカでは各地で

大規模な家禽品評会 (PoultryShow) が盛

大に開催され、熱心な家禽愛好者達

(Poultry fanciers)が自慢の愛禽を持ち寄っ

て研を競った。

品評会に出品された家禽は、その形態形質

が家禽標準に合致しているかどうかが厳しく

審査されるから愛好者達は形態形質の改良を

優先して産卵能力や産肉能力は顧慮されなか

った。

形態形質の異なった品種が多数作出された

1850年から1900年までの半世紀は「動物の品

種改良の黄金時代 (GoldenAge of Animal 

Breeding) と呼ばれた。

しかし、工業化、産業化が進んで所得が増

加し、鶏卵肉に対する需要が増加してくると、

観宜用の鶏種とは別に、産卵能力や産肉能力

など経済性（実用性）の高い鶏 (utility

type fowls) を作ろうとする動きが、特に実

利主義のアメリカで拡大し、横斑プリマスロ
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ックやロードアイランドレッドなど高能力の

兼用種が作出された。

ロードアイランドレッドは赤色コーチンと

マレーの交雑から、また横斑プリマスロック

はドーキングとアジア鶏種の交雑から、 1840

~1850年ごろにアメリカ東北部ニューイング

ランド地方で作出された。

19世紀に欧米で作出された品種の多くは羽色

の異なるいくつかの内種があったが、これらの

内種は同一品種から分離したものもあるが、他

の品種との交雑から生まれたものも多い。

たとえば、 1876年アメリカで銀色ワイアン

ドットが作出されたが、その後に作出された

金色ワイアンドットは銀色のメスにパートリ

ッジ ・コーチンと金色ハンバーグをかけ合わ

せて作出され、バフ色ワイアンドットは銀色

のメスにバフ・コーチンを交雑して作出し、

パートリッジ・ワイアンドットはパートリッ

ジ ・コーチンとインデイアン・ゲームの交雑

から生まれ、白色ワイアンドットは銀色から

分離したものであり、この白色に横斑プリマ

スロックを交雑して作出したのがコロンビア

ン ・ワイアンドットであり、金色と白色のワ

イアンドットの交雑種にロードアイランドレ

ッドとバーネベルダーを交雑して作出された

のが赤色ワイアンドットであった。

19世紀末までに欧米で成立していた鶏の品

種や内種の多くはその形態形質の美しさや特

異性のゆえに鑑賞用品種として保存されたが、

20世紀になっても、実用性を兼ね備えた多数

の欧米鵠種が繁殖 ・飼育された。

第二次大戦後間もなく刊行されたイギリス

の著名な養鶏学者E.T.Brownの著書「The

Poultry-Keepers Text-Book」!)には、アメ

リカ 6、ベルギー10、イギリス 8、デンマー

ク 1、オランダ 7、フランス 12、 ドイツ 6、

ハンガリー 2、イタリア 5、ポーランド 1、

ロシア 2、スペイン 6にアジア系 7を加えて

合計73の品種名が記載されている。

アメリカで20世紀の前半に主として飼育さ

れていた実用鶏種は、横斑および白色プリマ

スロック、白色ワイアンドット、ロードアイ

ランドレッド、白色レグホーン、コーニッシ

ュおよび1935年に公認された新品種ニューハ

ンプシャーであった。

ニューハンプシャーはロードアイランドレ

ッドから淡羽色で発育の速い個体を分離して

繁殖 ・固定したものである。

2. 鶏の育種方法の変遷

実用鶏の育種（品種改良）は、産卵、産肉、

繁殖、生存、飼料利用など生産性に関与する

経済形質について優良な遺伝形質をもつ個体、

家系を正確かつ効率的に選抜し、これを次世

代の繁殖に使用することに尽きる。

20世紀に入って鶏の育種家達が最初に用い

た方法は、繁殖候補鶏の中から成練の良い個

体を見つけ出し、これを次世代の繁殖に使用

する個体選抜 (individualselection)で、当

初は鶏の外見、体型から多産性を判定してい

たが、 1930年代に人ってトラップネストが発

明・普及して多産個体を正確に選抜すること

ができるようになった。しかし、 トラップネ

ストでメスの産卵性は知ることができるが、

オスの産卵能力は不明である。また、メスに

してもたまたま特定の個体が環境条件が良く

て多産であったのかも知れない。

そこで、 1940年代以降は、オスの姉妹や娘

の産卵能力からオスの産卵能力を判定する

「きょうだい検定 (sib-test)」や「後代検定

(progeny test)」が実施されるようになり、

またメスについても個体の産卵能力だけでな

＜姉妹や娘の産卵能力を調査して、より正確

な選抜（家系選抜： family selection)が行わ

． 

．
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れるようになった。

1940年ごろまでに、個体選抜と家系選抜を

併用して純粋種 (purebred) の産卵能力は

飛躍的に向上したが、そのころ、動植物の異

なった品種を交雑することによって、強健で

生産性の高い一代雑種が得られることが知ら

れるようになり、交雑種の利用

(hybridization)が一般化する。

白色レグホーンと兼用種の交雑や兼用種の

交雑（横斑プリマスロック Xニューハンプシ

ヤーまたはロードアイランドレッド）ばかり

● でなく、白色レグホーンの異系統を交配する

交配種 (strain-cross) も多用された。

1950年代に入ると、採卵養鶏は大規模化し、

またブロイラー産業も発展して、より斉ーな

高能力鵠の大砿生産が必要となり、従来の家

内工業的または個人種鶏家の趣味的育種では

対応できなくなる。斉ーな高能力鶏を大鼠繁

殖するためには、大規模な育種、したがって

大量の鶏の生産性データの処理と科学的な選

抜、交配が必要となり、大規模な鶏育種会社

(primary breeder) は専門の遺伝学者を大

学からスカウトして育種事業を推進した。

交配種、交雑種も当初は単に異なった系統

や品種をかけ合わせていただけだったが、系

．
 

統、品種の組み合わせによって相性

(nicking)の良し悪しがあることが判り、ま

たこの組合せ能力 (combiningability) も経

代選抜によって向上できることが判った。

そこで、相性の良い系統、品種の組合せ能

力を改善するための育種方法として反復選抜

(recurrent selection) や相反反復選抜

(reciprocal recurrent selection) などの複雑

な育種が行われることになった。

採卵鶏の育種会社は、相性の良い白色レグ

ホーンの異系統交配 (crossbreeding) とそ

のヘテローシス（雑種強勢）をさらに改善す

るための反復選抜や相反反復選抜によって、

採卵鶏の産卵能力を大巾に改善することに成

功したが、このヘテローシス利用の効果が絶

大であったことについて、 ドイツの育種会社

ローマン社 (Lohmann-Cuxhaven) の採卵

鶏育種を主甜した ProfessorDietmar 

K.Flockはその論文 2)の中で、「1973/74年

の白色レグホーン純粋系統と交配種の産卵数

(68~72週齢までのヘンハウス平均）の差は

233卵対277卵で、その差（ヘテローシス効果）

は実に44卵 (19%増）であった」と述べてい

る。

採卵鶏におけるヘテローシスの利用は、上

述のような系統交配種だけでなく、 トウモロ

コシの育種で成功した近交系 (inbred line) 

の交配による近交系交配 ・交雑種 (hybrid)

でも実現された。

アメリカの代表的なトウモロコシ育種会社

であるアイオワ州の PioneerHi-Bred Corn 

Companyとイリノイ，州の DekalbAgricultural 

Research Organizationは、 1930~1940年代

から鶏の育種に着手し、鶏の近交系の育成と

その交配・交雑によるハイプリッドの作出に

成功した。

鶏の育種は、当初は産卵個数の増加や増体

率の向上だけを競っていたが、養鶏経営が大

規模化し進歩してくると、卵質、卵殻質、生

存率、受精率、ふ化率、抗病性、飼料利用性、

産肉歩留など多数の形質について同時に選抜

を行わねばならなくなる。こうなってくると、

勿論育種の規模も拡大するが、その中でそれ

ぞれの形質の重要性に応じた格差（ウエイト）

をつけて選抜を行わねばならず、各形質の経

済的重要性を指数化した指数 (selection

index) による選抜が行われるようになり、

このような大規模で複雑な選抜は、当然のこ

とながら、コンピューターを利用しなければ
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実現できない。

1960年代以降の鶏の育種は、数理統計学の

応用と部分記録などの経済形質測定値の簡略

化による効率的で大規模な育種へと進化した。

1990年以降は、 DNAマーカーを利用した

選抜の正確化、効率化が進められることにな

る (DNAマーカー育種）。

3. 産卵能力改良の成果

20世紀に入って採卵鶏の改良が本格化して

からの産卵能力の改良について、オランダの

育種会社 Euribrid社の GeraldA.A. Albers 

と Ir.ArianGrootは、その論文 3)の中で、

1925年から1998年までの採卵鶏 1羽あたりの

平均年間産卵数の増加は次の通りであったと

述べている。

1925年： 176個 1980年： 272個

1950年： 190個 1990年： 290個

1960年： 214個 1998年： 309個

1970年 ：245個

今後の産卵能力の改良についてAlbersら

は、現在の採卵鶏の遺伝的産卵能力は年間

320個で、生物学的にはあと45個 (1日1個

の限界で365個まで）の増加が可能で、 1年

に3個づつ改良されるとすると、改良の限界

まで15年かかると計算している。

卵形、卵質、卵殻の厚さの改良は1960年代

から本格化し、卵形が正常形に斉ー化され、

卵殻が厚くなったことによって、鶏卵の大量

（機械化）洗卵、選卵、包装、輸送が可能に

なり、また卵質（ハウユニットの向上、血

斑 ・肉塊の排除）の改善によって消費者に好

まれる鶏卵が供給できるようになった。

卵重については、国、地方、ユーザー、用

途などによって卵のサイズに対する要求が

区々であるため、小卵から大卵までどのよう

なサイズの鶏卵でも供給できるように、育種
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会社は卵重の異なる系統を保有している。

採卵鶏の育種は、 1970年代までは白色殻卵

（白玉）を産む白色レグホーンが主体であっ

たが、欧州、南米、アジアなどでは褐色殻卵

（赤玉）の選好が強く、全世界的に見ると、

白玉と赤玉の需要は大体半々であるところか

ら、 1950年代から褐色殻卵品種の改良が始ま

り、白羽色の赤玉鶏種が作出されて、これと

ロードアイランドレッドとの交雑種が現在の

世界の赤玉鶏種の主流となっており、その産

卵能力は白色レグホーンに勝るとも劣らない。

1920年代の白色レグホーンの成鶏メスの生 ~ 
体重は2.5kg以上もあり、また同じころのロ

ードアイランドレッドの成鶏メスの生体重は

3 kg以上の大型であったが、採卵鶏の飼料

効率の改善（鶏体維持飼料の節減）のために

軽羅化が進み、現在の白色レグホーンの成鶏

メスの生体重は1.7kg前後、また赤玉鶏種の

それは2.0kg前後に小躯化されている。

4. ブロイラー育種の展開

アメリカ最初のブロイラー用鶏種であった

ニューハンプシャー (NewHampshire)は

1935年、アメリカ家禽標準に公認されたが、

ちょうど、そのころからアメリカのブロイラ

ー産業が大発展したので、この鵠種はブロイ

ラーの生産の主役となって大活躍した。この

新品種はニューハンプシャー州の何人もの種

鵠家が競って改良したが、中でもニコルス

(Nichols)社のニューハンプシャーは産肉能

カ、強健性ともに抜群であったから、この二

ューハンプシャーは1950年代には全米ブロイ

ラーの 8割を占めた。

1940年代には、カリフォルニア州の種鶏家

バントレス (Vantress) 氏がコーニ ッシュ

の胸の肉付きの良い体型に注目して、これを

発育の速いブロイラー用鶏種に改良し、バン

畜産技術 2006年II月号
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トレス氏の褐色コーニッシュのオスをニコル

ス社のニューハンプシャーのメスに交雑した

交雑種は全米に普及した。

1960年代に入ってブロイラーの生産と処理

加工がますます大規模化する中で、褐色羽装

のニューハンプシャーや褐色コーニッシュの

筆羽基部に残るメラニン（黒色素）や腹部の

メラニンが嫌われ、ブロイラー用鶏種は一気

に白色化する。コネチカッド州の種鶏家セグ

リオ (Saglio)氏は白色プリマスロックをブ

ロイラー用に改良増殖して、同氏が経営する

アーバー・エーカー (ArborAcres)社の白

色プリマスロックはニューハンプシャーに代

って全米を席巻する。セグリオ氏のほか、マ

サチューセッツ1+1の種鶏家コッブ (Cobb)

氏やニューハンプシャー州の種鶏家ハバード

(Hubbard)氏も白色プリマスロックの改良

繁殖に成功する。

バントレス氏は褐色コーニッシュを白色コ

ーニッシュに改造し、本拠をブロイラーの本

場ジョージア1'1-1に移してブロイラー用雄系白

色コーニッシュを大量供給した。

ブロイラー用雄（父親）系統の白色コーニ

ッシュの改良繁殖は、バントレス氏のほか、

アーカンソー、州のピーターソン農場

(Peterson Farms)やテキサス州のインデア

ン・リバー (IndianRiver)社も参入し、特

にハバード氏は自社の白色プリマスロックに

交雑する雄系白色コーニッシュを作出し、

1960年代の後半から1970年代にかけてアメリ

力だけでなく全世界に進出して最大のシェア

を獲得した。

1950年代から1960年代にわたって、西欧の

種鶏会社の多くはアメリカの育種会社と契約

（フランチャイズ）して、種鶏を尊入した。

イギリスのロス (Ross)社はハバードから、

ドイツのローマン (Lohmann)社はニコル

ス社からブロイラー用の種鶏を尊入して繁

殖・販売した。

1970年代になると、これら欧州の育種企業

は独自の育種プログラムをもつようになり、

やがてその育種の成果（種鶏）を自国内だけ

でなく全世界に販売した。

なかでも、ロス社のプロイラ一種鶏（オス

系、メス系共）は優勢で、現在では全世界の

ブロイラ一種鶏の50%、また日本のブロイラ

一種鶏の75%を占めている。

アメリカ最大のブロイラー会社タイソン・

フーズ (TysonFoods) は1970年代にバント

レスを、 1980年代にコッブを買収してブロイ

ラー育種事業を本格化している。

このようにブロイラー育種の分野では、

1950年代のニコルスから1960年代のアーバー

エーカーヘ、 1970年代はハバード、 1980年代

以降はコッブおよびロスヘと目まぐるしく主

役が交代しているが、このような激甚な競争

の結果ブロイラーの産肉能力は飛躍的に改良

された。

アメリカのアグリビジネス・エコノミスト

Dr. Paul Ahoはその近著4)の中でアメリカ

における1925年から2005年までのプロイラー

産肉能力の改良を表 1の通り総括している。

このようなブロイラーの生産性向上による

鶏肉の生産コストの引き下げとそれによる需

要拡大の効果は絶大で、アメリカ国民 1人当

たりの年間食肉消費量のうち鶏肉は35kgと

表 1 アメリカにおけるブロイラーの産肉能力改良の成果

年 出荷平均生体重 飼料要求率 へい死率 平均出荷日齢

1925 1 00kg 47 18% 112日齢

1935 1 18 44 14 98 
1945 1 40 40 10 84 

1955 1 50 30 7 70 

1965 1.59 2.4 6 63 

1975 1 68 21 5 56 

1985 1 90 20 5 49 

1995 2 09 1 9 5 45 

2005 2 45 1 9 5 45 

（出版）Dr Panl Aho, POUL TRY USA, February 2002 
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最大で、牛肉の30kg、豚肉の23kgを大きく

引き離している。

全惟界の鶏肉（ブロイラー）生産量は骨付

き肉重量で年間6,000万トンに達している

（ブロイラーの羽数にすると推定約500億羽）。

ブロイラー育種の成果は産肉能力だけでは

なく、ブロイラ一種鶏メス系（白色プリマス

ロック）の産卵能力も大巾に改良されている。

ブロイラ一種鶏のメス系は食用の鶏卵を生

産するための産卵ではなく、ブロイラー用の

初生ヒナを生産するための種卵の生産が目的

であるが、 1960年ごろの白色プリマスロック

の種メスは 1世代 (6ヵ月齢から15ヵ月齢ま

での 9ヵ月間の採種期間中）に80羽程度のブ

ロイラー用初生ヒナしか生産できなかったも

のが、現在ではその 2倍の160羽の生産さえ

可能となっている。

ブロイラーの産肉能力に関する経済形質は

一般にヘリタビリティが高く、個体選抜によ

って急速な改良が可能であるが、種卵の生産

のための産卵能力の改良や受精率．ふ化率の

改良は家系選抜に依らなければならない。ま

た、全く異なった品種（コーニッシュとプリ

マスロック）の交雑によってブロイラーの発

育や生存率（育成率）はヘテローシス（雑種

強勢）の恩恵を大きく受けている。

．
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＊ 写真の募集

「畜産技術」誌の表紙の写真を募集しています。

カラープリント、または、カラースライド写真でご送付ください。

タイトルと100字程度の簡単な説明、撮影者名などをつけてください。

編集事務局では送付された写真の中から選んで掲載したいと思います。

掲載した場合には薄謝をさしあげます。

送り先： （社）畜産技術協会 企画情報部

〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9 緬羊会館

TEL : 03-3836-2301 FAX : 03-3836-2302 

Eメール： info@jlta.lin.go.jp 
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H浦千尋
（ひうら ちひろ）

高知県畜産試験場

大家畜科長

土佐褐毛牛の
珊状と今後の

● 取り組み

．
 

l . 高知県の肉用牛の現状

高知県では、肉用牛が基幹作目となってお

り、そのなかの「土佐褐毛牛（以下：本牛）」

は本県で独自に改良された和牛です。本県の

平成18年度の肉用牛飼養戸数は300戸で前年

に比べて5.1%減少し、また飼養頭数は6,400

頭で0.8%減少しています。その品種の内訳

は、本牛が3,131頭（前年比5.4%減）、黒毛和

牛が1,544頭（同6.7%増）、その他（乳用種・

交雑種）が1,725頭（同2.0%増）です。この

ように、本牛は肉用牛の飼養頭数の約49%を

占めていますが、近年顕著に減少しています。

そして、本県の中山間地域を活性化するには、

本牛の増頭と飼養者の確保のための施策が最

重要課題であります。

2. 土佐褐毛牛成立の経緯

本牛の正式名称は褐毛和種高知系（写真 1)

写真 1 土佐褐毛牛の親子

表 1 毛色遺伝子・ 表現型の品種間頻度比較

遺伝子型

型 黒毛和牛 土佐褐毛牛 朝鮮牛

E/E 30 27 

E/e 3 5 

e/e 25 

表現型

型 黒毛和牛 土佐褐毛牛 朝鮮牛

Ed 24 

E+ 6 30 5 

e 25 

ですが、このほかに、土佐褐毛和種、土佐赤

牛、嶺北牛、津野山牛などの呼び名もありま

す。本牛は、明治年代の初期に導入された朝

鮮牛がルーツですが、 一時的にシンメンター

ル種や肥後牛との交配、朝鮮牛との戻し交配

が行なわれたことがありました。その後は本

県内でほぼ純粋に本牛のみで改良されていま

す。本牛ば性質温順で、土佐の気候風土に良

くなじみ、耐暑性に優れ、放牧特性のよい肉

用種です。褐色の被毛で似ている牛には、朝

鮮牛や登録協会が異なる「熊本系褐毛和種」

もいますが、本牛には目の周囲、鼻、尾、肛

門や蹄などが黒色の「毛分け」と呼ばれる特

徴があります。神戸大学が本牛、黒毛和牛、

朝鮮牛、それぞれ30頭の毛色の遺伝子型解析

したところ、本牛には朝鮮牛の遺伝子型e/e

を有する個体はなく、表現型はすべてE+で

した。このことから、本牛の毛色の遺伝子型

は朝鮮牛よりも黒毛和種に近いことがわかり

ました（表 1)。

l)間接検定から現場後代検定への移行

本牛の産肉能力間接検定は平成10年度の
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「岩北山」で終了しましたが、それまでに45

頭に実施され、黒毛和種と遜色のない好成績

を示した種雄牛もありました。本牛は初期発

育がよく、皮下脂肪が薄く、ロース芯面積が

大きい肉質など大変優れた特性を示しました。

しかし、基幹に供用した数頭の種雄牛の検定

成績とフィールドの実態の間には、脂肪交雑

などで大きな乖離があり、肉質の改良は長い

間の低迷しました。そこで、血縁関係などの

豊富な情報を用いた正確な育種価評価を柱と

した育種・改良が開始しされました。平成 8

年度からは種雄牛の検定が現場後代検定に移

行し、間接検定枝肉審壺は平成11年 2月が最

後になりました。

高知県では、本牛について年間約 2セッ トの

現場後代検定が実施され、現在までに14頭の種

雄牛の育種価評価を終了しました。放牧飼養を

取り入れている農家では、無償貸出の県有種雄

牛を「まき牛」にし、その産子の成績がフィー

ルドの肥育成績に利用されています。

間接検定（嶺北山号）の枝肉断面 種雄牛群

写真 2 土佐褐毛牛の枝肉断面と種雄牛群

2)育種価評価の現状

平成 5年 6月に、初めて本牛の6つの枝肉

形質が全国和牛登録協会のアニマルモデル

BLUP法により評価されました。現在、種

雄牛の204頭、繁殖雌牛の4,440頭について、

高知県独自の肉色としまりの形質評価を加え

た育種価評価が行なわれ、これに期待値を加

えると繁殖に供用しているほとんどの雌牛が

評価されていることになります。

平成10年からは、産肉能力の育種価評価に

加えて、新たに経済効果（産子に期待される

遺伝的改良量の金額換算）も導入した総合評

価を指標として、種雄牛を選抜しています。

主な種雄牛には、肉質・肉量の兼備タイプの

嶺北山（写真 2左）と山桜、肉質タイプの桜

千代、増体タイプの千代力があり、配布先で

活躍してます（写真 2右）。また、後代検定

前の南川山（第 9回全国和牛能力共進会の肉

牛の部出品種雄牛）は、これまでの肉質・肉

最兼備タイプの嶺春、嶺千代、嶺北山以降で、

最も肉質評価が高く、今後の活躍が期待され

る種雄候補牛です（表 2)。なお、本牛の種

雄牛名簿は高知県畜産試験場のホームページ

(http : //www.pref.kochi.jp/~sangi/chiku/) 

からダウンロードできます。

． 
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表 2 主な精液配布種雄牛と後代検定終了前の種雄牛候補の育種価評価一覧

名号 父牛 母牛 母方祖父
育種価

枝肉重量 ロース芯面積 脂肪交雑 経済効果
育種価評価

配千代カ カ山 第 3ちよみ 第15岡岩 33.51 7.40 0.10 26,103 育種価
贔嶺北山 山光 もとひかり 司岩 15.24 6.90 o. 70 45,526 育種価
雄桜千代 千代力 第11さち 桜伯 5.38 3.36 0.46 17,626 育種価
牛山桜 司山 いわざくら 司岩 14.27 -1.375 0.32 17,236 育種価

嶺春 嶺北山 みはる30 千代力 22.63 7.61 0.43 36,004 育種価
後嶺千代 嶺北山 第 2きたやま 千代力 34.10 4.27 0.33 35,130 育種価
．早明浦 司山 第10みつぐ

代
千代力 30.67 7.56 0.39 46,796 期待育種価

南川山 嶺北山 第17たかつかさ 山光 15.56 5.84 0.66 40,673 期待育種価
検盛司 桜千代 18もりおう 司山 7.20 4.07 0.29 13,818 期待育種価

光千代 光司 ちよさかえ 千代力 18.68 4.05 0.26 22,251 期待育種価
定古奈川 嶺北山 第31たいこ 山光 6.80 2.76 0.47 20,016 期待育種価
終桜栄 桜干代 ちよさかえ 5 嶺北山 6.41 5.74 0.57 34,818 期待育種価

千代美晴 千代力 みはる26 司山 26.97 6.94 0.18 24,272 期待育種価
千代隆 千代力 第14たかつかさ 山光 16.78 5.25 0.19 15,057 期待育種価

前嶺幸福 嶺北山 第48さち 千代力 14.09 4.67 0.47 32,042 期待育種価
邦神楽 岩邦 のぶたか 千代力 24.70 3.70 0.26 22,862 期待育種価
嶺岩 嶺北山 まさくに 岩邦 9.87 5.04 0.49 25,261 期待育種価

※「育種価」は、本牛の育種価が判明しているもので、「期待育種価」は、父牛と母牛の能力から期待される育種価を示しています

30 畜産技術 2006年11月号



3. 土佐褐毛牛のシバ草地放牧

本品種は放牧適性に優れていることから盛

んに放牧されています（写真 3)。本県には

放牧草地が49ヵ所で約400ha以上ありますが、

このうちシバ草地は約lOOhaです。約100戸

の農家が県全体の本牛の繁殖雌牛の約3分の1

にあたる約400頭を放牧しています。近畿中

国四国牒業研究センターによる日中放牧行動

調査では、本牛は黒毛和牛よりも 1日の放牧

採食時間が約32%、 1日の歩行距離が約39%

● も多く、放牧時の高活動性が示されました

表3 土佐褐毛牛と黒毛和牛の日中放牧行動（群比較：分／頭・日）

黒毛和牛(12頭） 土佐褐毛牛(12頭） 統計的有意性（品種間）
行動 1994 1995 1994 1995 1994 1995 

採食時間 326 405 424 466 P<0.01 P<0.01 

反裾時間 145 132 147 132 NS NS 

休息時間 369 303 269 242 P<0.01 P<0.01 

．
 

写真 3 土佐褐毛牛の放牧

写真 4 土佐褐毛牛とシバ草地

（表 3)。

本県では、昭和31年ごろから全国に先駆け

て、放牧利用のためのシバ草地の造成をはじ

めましたが、その造成には多大な労力と時間

を要するために、一時期は普及が停滞しまし

た。その後、シバ草地放牧は、気候条件と土

壌条件に広く適応できるシバ草種の出現によ

り、また肉用牛の低コスト ・省力管理や環境

保全型農業への貢献などにより再認識され、

荒廃の進む棚田や急傾斜地などの効率的利用

方策として注目されています（写真 4)。

高知県畜産試験場はシバ草地の造成状況、

特性、適応地域および利用方法を検討して、

造成技術を体系化し、シバ草地普及にむけて

指甜しています。

4. 土佐褐毛牛の流通

和牛繁殖蔑家が高齢化により経営から離脱

することにより、子牛の生産頭数が減少して

います。平成16年度の本牛の生産頭数は

1,048頭であり、県内の 3家畜市場に出荷さ

れた769頭のうち、県外へは296頭が出荷され

ています。そこで、県内に残った子牛は生産

頭数から県外出荷頭数を引いた752頭で、約

72%になります。BSE発生で一時低下した

本牛の子牛価格は回復し、平成17年度の平均

価格は雌が295,090円、雄が349,849円ですが、

黒毛和牛とは顕著な価格差があります。

牛全体の生産頭数の減少やBSE発生によ

る消跨低迷で減少していた枝肉生産量は、平

成16年度には2,006.9トンで前年比2.6%の増

加となりました。 しかし、県内の牛肉消牧屈

は精肉ベースで4,497トンとなり約8%の減

少です。県内の牛肉自給率は約28%で、この

うち、本牛の牛肉は約 5%で大変低くなって

います。そこで、平成 7年度に県内産和牛の

認知度をあげて消費拡大を図るために、流通
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種雄牛造成用
受精卵を切断二分閑

‘
 

図 1 土佐和牛の商標
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図2 分割卵双子を利用したクローン検定の概要

関係者と学識経験者からなる「特産畜産物販

売促進協議会」を設立して、高知県産の和牛

肉の統一ブランド「土佐和牛」を決定し、平

成10年に商標登録しました（図 1)。そして、

全農枝肉市場を通して「土佐和牛取り扱い店」

に卸されています。また、本牛の主生産地か

らの「嶺北牛」を付加価値をつけた経産牛の

活用による低価格、安全性重視の肥育管理、

一元的販売管理、および消費者への柔軟な対

応など、生産から販売までの一貰システムで

流通させているところもあります（れいほく

畜産ホームページ、 http: / /www.reihoku 

gyu.co.jp/)。さらに、消費者と直結した産地

直売方式を実施している地域もあり、肉質等

級 3等級以上の牛が約80%を占める優秀な肥

育農場からの直販専門店（越知町の松田精肉

店、伊野町の町田牛肉店）への出荷もありま

す。

ローン）検定に取り組んでいます（図 2)。

これは、 2分割した受精卵からの一卵性双子

の一方を種雄牛候補として残し、他方を肥育 ~ 
して産肉成績を調査して候補牛の能力を推定

し、種雄牛を選抜する手法です。従来の後代

検定では、種雄牛候補の出生から選抜されて

種雄牛になるまでに、約 5年の期間と膨大な

費用が必要ですが、本手法では約半分の期間

で安価に選抜できます。

クローン牛検定による選抜の正確度は後代

検定の息牛 6頭（遺伝率0.4のとき）に相当

し、やや低くなります。しかし、同時期に多

数の検定ができるので同期比較による選抜や

高い選抜強度が期待できます。また、世代間

隔が大幅に短縮されるので、より多くの種牛

候補牛の能力を判定でき、多くの種雄牛が生

産できます。 ． 
5. 今後の展開

1)新しい種牛造成への取り組み

黒毛和牛は、全国で1年間に約150頭が後代

検定されて選抜に利用されますが、この選抜

強度に比べ、本牛の後代検定は極めて少なく、

また閉鎖小集団の構造を有しています。近年

の厳しい財政事情のなかで系統造成を行なう

ため、そして現在の産肉能力を超える種雄牛

を効率的に選抜するために、分割卵双子（ク

2)おいしさへの取り組み

市場では、本牛の肉質は脂肪交雑のサシが

少なく、しまりがよくないことから、黒毛和

牛より劣った評価がされています。一方、消

費者は本牛の適度な霜降りがあって美味しい

肉質に高い評価を与えています。

近年、肉牛の改良には育種価評価に「美味

しさ」の評価を加える研究が進められていま

す。本県では、風味や食感の良さを判定でき

るステアロイルー CoAデサチュラーゼ（以

下： SC D)遺伝子のタイプによって、本牛
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図3 SCD遺伝子型によるおいしさの違い

表 4 黒毛和牛と土佐褐毛牛のSCD遺伝子の頻度
遺伝子型頻度（％）
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図4 土佐褐毛牛と黒毛和牛の脂肪酸組成の比較
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の「美味しさ」を向上させる研究をしていま

す。遺伝子タイプがAA型の肉質はVV型の

肉質よりも食感と風味が良く、不飽和脂肪酸

の生成量が多いことが知られています（図 3)。

本牛の肥育牛の SCD遺伝子の解析では、 A

A型が75%、AV型が25%で、 VV型はあり

ませんでした（表 4)。

また、県内で肥育された本牛61頭と黒毛和

牛15頭の皮下脂肪、筋間脂肪、ロース芯脂肪

および筋肉について、飽和脂肪酸、 mono不

飽和脂肪酸およびpoly不飽和脂肪酸を測定し

た結果、いずれの部位の脂肪酸組成も黒毛和

牛とあまり差がありませんでした。このこと

から、本牛の美味しさの能力は黒毛和牛と差

がないことがわかりました（図 4)。

今後、選抜指標として育種価評価に SCD

遺伝子タイプを加えた改良技術と美味しさを

引き出す飼養技術の開発を進めていきます。

そして、発育がよくて肉量が多く、皮下脂肪

が薄いという本牛の特性を失うことなく、

「納得のできる価格の美味しい牛肉」をめざ

して、総合的生産流通体制を構築していきた

いと考えています。
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要旨

高野浩文
（たかの ひろふみ）

農林水産技術会議事務局

先端産業技術研究課

農林水産省に知的財産戦略本部が設置され

るなど、農林水産・食品分野における知的財

産只ついての関心が高まっている。農林水産

省関係の試験研究独立行政法人では、特許出

願の数値目標が定められたことや発明者への

インセンティブが充実してきたことにより、

特許の保有件数が増加しており、 TLO (技

術移転機関）を経由した民間への技術移転も

増加している。研究成果の実用化のためには、

権利化することの重要性を研究者に理解して

もらうことが必要である。

1 . はじめに（本稿の趣旨）

1)筆者は、農林水産省において、試験研

究独立行政法人の研究成果である知的財産を

民間に移転する業務を担当している。今年 2

月に当省内に副大臣を本部長とする「知的財

34 

産戦略本部」（注 1) が設置されたことに端

的に見られるように、近年、農林水産・食品

分野における知的財産に対する関心が非常に

高まっており、各種報道でも頻繁に取り上げ

られている。そこで、これらの議論の基礎と

なるべき事項について整理することが必要と

考え、本稿で紹介する。

（注 1)農林水産省知的財産戦略本部の活動状

況については、次のHPを参照

http: //www.maff. go.jp/www/counsil/ 

counsil_con ti seisan/ ti teki-zaisan/in dex.h tml 

2) さて、今後10年間の農林水産研究の目 ~ 

指すべき方向を示すために、農林水産技術会

議が平成17年 3月に決定した「農林水産研究

基本計画」（注 2) においては、国及び独法

研究機関（注 3) の役割につき、「国の政策

目標の実現に不可欠な研究であり、かつ、長

期的な計画の下に大規模な研究資源を投入す

るような、民間企業ではリスクが高くて実施

できない基礎的 ・先導的研究、基盤的研究及

び政策ニーズに対応した総合的・体系的な研

究を実施するとともに、その成果の普及 ・事

業化を推進する」としている。

このように基礎的研究を中心に実施してい

る農林水産省関係の試験研究機関が、その研

究成果を応用・実用段階に結びつける仕組み

としては、民間企業との共同研究という手法

もあれば、研究成果を特許権化して知的財産

の形にした上で民間企業に技術移転するとい

う手法もあるが、本稿では、後者の手法につ

き紹介することとする。

注 2)農林水産研究基本計画については、次

のHPを参照

http:/ /www.s.affrc.go.jp/ docs/kihonkeikaku 

/top.htm 

（注 3)農林水産省関係の試験研究機関は、そ

の大半が平成13年に独立行政法人化した。そ
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の後の組織再編により、平成18年4月以降の

牒業関係の試験研究独立行政法人は、牒業・

食品産業技術総合研究機構、牒業生物汽源研

究所、製業環境技術研究所、国際牒林水産業

研究センターの4法人になっている。この他、

林業、水産業関係の独立行政法人もある。

3) なお、 一般に、知的財産に関しては、

「創造→保護→活用→創造→ ・・・ 」のサイ

クルが重要であるとされている。これは、知

的活動の成果としての発明・創作（知的財産

の創造）を知的財産権という形で保護し、さ

らにそれを産業界で活用することにより得ら

れた収益をさらに創造活動に回すというサイ

クルであり、このサイクルを早く大きく回す

ことが重要とされている。農林水産・食品関

係においてもこのことの重要性は変わらない

であろう 。

．
 

2. 独法における知的財産の実情

1)農林水産省関係の試験研究独立行政法

人における特許権等の保有件数は、平成17年

度末時点で1,173件であり、その推移を見る

と、第 1図のとおり、近年増加傾向にある 。

これらのうち、民間企業などとの共有でない

単独保有の特許について、技術分野別内訳を

、..., 

500 

12 込＂公
I● 百ii>

桟法化 TlO設立

注,n.oとば......転●■．桟葺の＂＂について企婁との寅篇許謁貨約の停介（売込み：を行う ．
注2各隼Jl末鶴●のもの．許繰件鰍'"・ 各年1l末鴫点において賓効な鰐謁鰻約....
lll零虞"髯Illこ生檜畢糟寛慶婁技輌晉寛11遍●綱を鑢eし、●累生鴨累糟定量婁技輌研賣

・嶋としたた"・"零1l以鱒Iい8生碩●蠣分を倉む．

図1 農林水産省関係試験研究独立行政法人の知的財産
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図2 農林水産省関係試験研究独立行政法人の特許の分野別件数

見ると、第 2図のとおりであり、「植物バイ

オ」、「機械・ 加工・装置」、「化学薬品」とい

ったものが多い。

2) このように特許の保有件数が増加して

いる背景としては、第一に、これら機関が平

成13年に独立行政法人化した際に各独立行政

法人が作成した中期計画 （注 4) に、特許出

願に係る数値目標が盛り込まれたことが挙げ

られる。例えば、最大規模の試験研究独立行

政法人である塁業技術研究機構（注 5) にお

いては、 5年間の中期目標の期間内に280件

以上の国内特許等を出願するという目標を中

期計画に定めており、このようなことが出願

数、ひいては保有数の増大につながったと考

えられるのである。

なお、これらの試験研究独立行政法人にお

いては、平成18年度から新たな中期目標期間

(5年問）が始まっているが、新たな中期計

画においても特許出願等の件数についての数

値目標が定められている。

（注 4) 中期計画とは、独立行政法人が主務大

臣から示された中期目標の実現を図るために

作成する計両であり、その達成状況について

は、外部布識者から構成される主務省独立行

政法人評価委貝会から厳しい評価を受けるも

のである。

（注 5) その後の法人統合により、 2度にわた

って法人の名称は変更されており、現在は此

業 ・食品産業技術総合研究機構となっている。

3)また、第二の要因としては、発明者へ

のインセンテイプが充実してきたことが挙げ

られる。研究者が行った発明が職務発明であ

る場合には、研究者の使用者たる試験研究独

立行政法人は当該発明に係る権利を発明者か

ら承継することができるが、その代償として

補償金を発明者に対して支払うことになる

（特許法第35条参照）。
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試験研究独立行政法人においては、発明者

に対する補償金として、特許登録時に支払う

「登録補償金」と、特許の実施に伴い支払う

「実施補償金」を設けている。国の試験研究機

関だった時には、登録補償金は2万円、実施補

償金は特許実施による収入実績に応じた一定

割合であったが、 一人につき両者の合計で年

間600万円という限度額が定められていた。

独立行政法人化の際に、各法人においては、

実施補償金の支払い割合を大幅に引き上げる

とともに、支払限度額を撤廃しており、これ

により発明者へのインセンティブは非常に高

まったと考えられる。

このような金銭的措置に加えて、人事評価

においても、特許出願件数が重視されるよう

になってきており、これらが出願の増加につ

ながっていると考えられる。

4) なお、以上のように特許出願について

数値目標を定めているからと言って、各独法

が、発明につき、「やみくも」に特許出願す

るようになっているわけではない。

まず、研究者が行った発明が職務発明に該

当するかどうかについては、各法人内に置か

れている職務発明審査委員会において審介が

なされる。また、かりに職務発明に該当した

としても、必ずしもすべてについて特許出願

がなされるわけではない。というのも、特許

の出願、審査請求さらにはその後の維持のた

めには特許庁に所定の料金を納付する必要が

あるし（注 6)、加えて、かなりの弁理士費

用を要することから、これらの費用をかけて

まで当該発明につき権利化すべきかどうかを

法人経営の観点から検討する必要があるため

である。

以上の検討の結果として、所要の費用をか

けてまで権利化する必要があると判断された

もののみについて、発明者からの承継を行っ

36 

た上で特許出願することになるのである。

（注 6)特許庁に納付する料金については、国

の機関であれば納付する必要がないが、独立行

政法人については平成15年の特許法改正により

納付義務が生じ、産業技術力強化法改正により

減額措置が講じられるようになったという経緯

がある。

5) さて、以上のような状況の下、試験研

究独立行政法人における知的財産は着実に増

加しており、研究現場における雰囲気も大き

く変わってきている。しかし、まだそのよう

な意識改革が及んでいない研究現場があると ~ 
の声も聞く 。そこで、先端産業技術研究課と

しては、知的財産の創造を促進するための大

前提として、研究者の意識改革を図るべく、

小冊子「研究者のための知的財産Q&A」を

作り、研究者全員（約3,000人）に配布した。

その内容は、初歩的な質問10個に対する回

答となっているが、関係者の意識啓発を促す

第一歩の取組になることを期待している。こ

のQ&Aについては、読まれた方の反応を見

た上で、必要に応じ、さらなる充実などを行

うこととしたいので、大学農学部や都道府県

立農業試験研究機関などでこのQ&Aにご関

心を持たれた方は、是非、当課にお問い合わ

せいただきたい。

（問合先 ：先端産業技術研究課知的財産班

知的財産企画係電話： 03 -3502-8111 内

5172) 

6) このQ&Aの中でも取り上げているが、

研究者の皆様に特に強調したい点につき、申

し上げたい。

「研究成果が活用されるために、なぜ特許

を取ること（権利化）が必要なのか？論文で

発表すれば十分ではないか？」という質問を

受けることがある。しかし、研究成果を適切

に「特許」として保有することは、研究成果
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の社会的活用に向けた第 1歩であり、研究成

果を論文発表しただけでは十分ではない。

「権利化」は、適切に活用できる企業、技術

移転機関 (TL0)等へ引き継ぐための基本

的な手段と考える必要がある。それというの

も、企業が実用化のために、祉産化技術など

の応用技術開発や消骰者ニーズを考慮した製

品開発を行う場合には、リスクを伴う投資が

必要になる一方、開発した新製品がヒットし

たときには他社に簡単に模倣されてしまうと

いう危険に曝されるため、特許権という防衛

手段（排他的独占権）の存在なくしては、企

業は安心して投資に踏み切れないのである 。

このため、研究成果が企業において活用され

るための環境を整備するために、研究者は研

究成果を特許権利化することを常に意識する

ことが必要なのである。

また、「公共性の高い研究成果は、様々な

分野で広く使ってもらうためには、特許を取

らない方がよいのではないか？」という意見

もよく耳にする。 しかし、特許制度は、発明

を広く公開することも目的の一つとしており、

これにより社会での発明利用のための情報提

供となって様々な産業分野での技術の活用が

可能となる。つまり、「公共の財産」として

特許化しておけば、権利としてこれを適切に

管理・運用することにより、様々な産業分野

に広く権利活用ができるということである

（注 7)。

（注 7) この部分の記述は、平成18年に特許庁

が発行したハンドプック「研究開発 活かそう

社会に一創造的研究成呆を特許に一」に基づい

ている。また、本年 5月19日に開催された牒林

水産省知的財産戦略本部の有識者ヒアリング

（第 2回）における筆者と荒井寿光内閣官房知

的財産戦略推進事務局長のやりとりも参照（ア

ドレスは注 1)。

3. TLO (技術移転機関）につ

いて

1) さて、試験研究独立行政法人が特許を

取得しても、それだけでは実用化につながる

わけではなく、その技術を民間企業に移転し

て商品化してもらうことが必要であるが、農

林水産省関係の試験研究独立行政法人では、

特許権自体を移転するのではなく、実施許諾

を行う手法が一般的に行われている。

実施許諾件数の推移を見ると、第1図のと

おりとなっており、 TLO (後述）の設立以

降、増加している。これに伴い、法人におけ

る許諾料収入も増加傾向にあり、平成16年度

には121百万円に達している（なお、 17年度

には、大きな収入があった案件につき別の技

術が開発されたことなどにより 16年度よりも

減少している）。

2) 国においては、大学の知的財産を民間

に円滑に移転するための仕組みとして、「大

学等における技術に関する研究成果の民間事

業者への移転の促進に関する法律」（いわゆる

「TLO法」）を平成10年に制定して、 TLO

(Technology Licensing Organization : 技術

移転機関）制度を創設した。その後、試験研

究独立行政法人についてもこの制度を設ける

こととなり、農林水産省においても、平成15

年 6月に（社）農林水産技術情報協会を TL

0に認定した（平成18年 7月現在で、大学を

対象とする「承認TLO」が42団体、独法を

対象とする「認定TLO」が 4団体活動して

いる）。

TLOは、大学や独法から特許の譲渡を受

け、当該特許を民間企業に譲渡するなどによ

り技術移転を促進する業務を行う組織であり、

1980年代のアメリカ産業の復活の一因になっ

たとされているが、農林水産大臣認定TLO
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である農林水産技術情報協会においては、も

っばら実施許諾契約の仲介業務を行っている。

同協会は、 TLO認定を受けるに当たり、

内部組織として「AFFTIS(アフティス）

アイピー」（注 8) を設け、 TLO業務を実

施している。この内部組織には5名の職員が

配置されているほか、独立行政法人工業所有

権情報・研修館の事業により派遣されている

特許流通アドバイザー 1名が活動しているが、

営業力を強化するため、最近職員を増員して

おり、営業現場での実務経験を積ませること

により養成していく方針としている。

（注 8) 「AFFTISアイピー」というのは、

牒林水産技術情報協会 (Agriculture,Fore-

stry and Fisheries Technical Information 

Society) の頭文字である「AFFTIS」

に「知的財産」 (IntellectualProperty) の

頭文字である「 Ip」を組み合わせたもの。

3)認定TLOを経由した特許の許諾実績

を見ると、初年度の15年度には 5件だったの

が、 16年度には62件、 17年度には64件と年々

増加している。認定TLOによる許諾の具体

的な成果（商品）となると、まだ活動を開始

してから日が浅いこともあり、点的な事例し

か紹介できないが、例えば新品種のかんしょ

である「クイックスイート」とその特性を活

用したでんぷんの特許の許諾により新廂品の

開発を行うなど注目される事例が見られる

（注 9)。

なお、 TLOの活動内容について、「全国

農業新聞」の平成18年 5月12日号に詳しく紹

介されているので、参照いただきたい。

注 9)クイックスイートについては「朝日新聞」

の平成18年 9月10日の日曜版の「休眼特許」

欄を参照

4)箪者が個別に特許制度関係者に聞いて

みたところでは、「農林水産・食品関係は宝

の山」という見方が多いようであり、先述し

たような認定TLOの体制強化と相まって、

これからの活動にも大いに期待される。

4. 大学農学部とのネットワーク

1) さて、先端産業技術研究課では、農林

水産技術情報協会の TLO活動を支援する

「農林水産技術移転促進事業」（平成18年度予

算額35百万円）を行っているが、平成17年度

からは、大学農学部の研究成果の技術移転に

関する連携の促進を同事業の対象としている

（大学の学部の実際の名称は多岐にわたって ~ 

いるが、本稿では便宜上「農学部」と総称す

る） 。これは、平成17年度予算編成時に、政

府全体の科学技術政策の司令塔である総合科

学技術会議から受けた指摘を踏まえて措置し

たものである。

2)初年度である平成17年度の取組として

は、 67の大学の農学部関係者及び知的財産関

係者に対するアンケートを実施し、農学部関

係者91名、知的財産関係者40名からの回答を

得ることができた。その結果については図 3

のとおりであり、総じて言えば、大学一般が

知的財産への取組を強めている中、このよう

な動きから農学部が取り残されている実情が

明らかになっている。その原因としては、技

術移転の受け手である産業界（盟林水産業・

Q 研究成果を保護・活用する場合、どのような考え方をしているか，，

農学il!W,'""

■ 111利化する

a 211利化しない

□3その他

04●回笞

．
 

知it•儀看
I 2 

その理由として「研究内容が権利化できない」 12名

「公共性が高いため権利化するのが適切でない」 13名

「費用がかかるから」 2名

注全園晨学系学鬱長食纏メンパー(67校）に依頼して寅篇（平成17年8月●零漏学鑢襲儡看91名．

知的財裏闘係看40名よ,,.,答)した轄景をまとめたもの。

図3 農学系研究成果の活用等に関する調査結果について
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食品産業等）が零細・多数の事業者から成り

立っているという特殊性などが挙げられてい

る。

3) 2年度目の平成18年度には、初年度に

得られた成果を元にして、大学農学部と認定

TLOとのネットワーク作りの検討を進める

べく、それに向けたシンポジウムを10月26日

に東京国際フォーラムで開催した。このシン

ポジウムは、産学官の「出会いの場」として

10月25~26日に開催された「アグリビジネス

創出フェア 2006」の一環として行われた。・（問合先： （社）農林水産技術情報協会内農

林水産大臣認定TLO、電話： 03-3667-8931) 

5. おわりに

冒頭に紹介した農林水産省知的財産戦略本

部は、 6月に中間とりまとめを行い、その後、

専門家会合を設置するなどして検討を進めて

おり、 19年度予算の概算要求もこの検討を踏

まえて行ったところである。

当課としても、「宝の山」である農林水

産・食品分野において、実際に「宝」が次々

に見つかるよう、取組を進めていきたいので、

関係する方々の御理解と御協力と御奮闘をお

願いしたい。

また、本年 9月に、本稿にも出てくる荒井

寿光氏の新著「知財革命」（角川書店）が発

売された。知財の重要性や最近の動きについ

て非常にわかりやすくまとめてあり、かつ、

「知財革命」に対する荒井氏の情熱がひしひ

しと伝わってくる本であり、本誌の読者はも

ちろんのこと、およそ「技術」に関係するす

べての方に一読をお勧めしたい。特に、荒井

氏が「ジャングル大帝」を引用して「立派な

心意気」と「日本の大損」についてやんわり

と指摘している箇所 (124頁）は、農業関係

の技術者の皆様にはぜひ読んでいただきたい。

そして、国家・国民の損失がこれ以上生じな

いよう、意識改革につなげていただきたい。

．
 

＊ 「学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ」記事の募集

本誌の「学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ」に畜産・獣医技

術に関する学会・シンポジウムなどの催し物の予定を 6ヵ月前から掲載

し、畜産関係者の便に供しております。

もしご予定がありましたら、行事名、日時、会場、連絡先を編集事務
局宛に、随時、お送り下さい。

送り先： （社）畜産技術協会企画情報部

〒113-0034 東京都文京区湯島3-20-9 緬羊会館

TEL : 03-3836-2301 FAX : 03-3836-2302 

Eメール： info@jlta.lin.go.jp 
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福岡県

酪農経営の未来を
拓く3•3運動：

福岡県酪震推進計画

40 

小林清春（こばやしきよはる）

福岡県農政部畜産課長

寺崎秀樹（てらさきひでき）

福岡県酪農業協同組合連合会生産部長

グラビアB頁

l . はじめに

福岡県は、生乳生産量が九州第2位で熊本

県に次ぐ酪農県です。本県では、全国に比較

して、酪農家の規模拡大が比較的早く進んだ

ために、現在では施設が老朽化したところも

少なくありません。また、牛群検定への積極

的な取り組みや飼料給与技術の普及により、

経産牛 l頭当たりの年間乳贔は増加しました

が、繁殖障害などによる早期淘汰が課題にな

っています。

そこで、福岡県酪農業協同組合連合会（尾 ~ 

形文清代表理事会長）を中心とし、全酪連・

全農・全畜連系統の全国連合会（全国連）、

行政機関、指尊 ・普及機関などの関係者、地

域の酪農組合、および総合農協などの指祁体

系を一体化して、酪農家を支援する組織づく

りに取り組んでいます。酪農の活性化の具体

的目標として、 1日1頭当たり乳批3kgの増

産と平均産次3産を取り上げ、その実現のた

めに平成16年度から 5ヵ年計画で「 3・3運

動」を実施しています。

2. 取り組み

近年、乳牛の改良が進んで大型化し、泌乳

能力が向上しました。しかし、牛床サイズと

の不調和や暑熱対策の不備によるヒートスト

レスなどによ って、能力を十分発揮していな

い乳牛が多くみられます。乳牛の生産性は、

飼養環境の快適性（カウコンフォート）の良

否に大きく左右されます。乳牛を快適な状態

で飼養して最大限の能力の引き出すとともに、

供用年数を延長して生産性を向上させるため

の施策と指祁が求められています。

そこで、各地域ごとに、県酪連、地域酪農

組合および普及センターなどが一体となって

グループを組んで、酪農経営のカウコンフォ

畜産技術 2006年II月号
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戸数： 25戸 （牛舎改造・新飼料体系の実践）

工事代金： 226万円 (1戸あたり ）、 6.4万円 (1頭あたり ）

3月

（福岡県路連関ぺ）

．
 

図 1 牛舎改造農家における改造前・改造後の乳量比較

．
 

ートの状況を調査するとともに、飼養環境の

改善や乳牛の栄蓑管理の改善を希望している

酪農家に対して個別指甜をしています。

調査の主要なチェックポイントとしては、

牛舎環境、乳牛の状態、衛生状態、給餌・給

水状況、暑熱対策効果であり、これらの乳質

や乳籠などへの影響を分析して、牛舎環境改

善の効果をシミュレーションするという全国

初の試みを実施しています。

この結果をもとに、牛舎環境のどこをどの

ように改善すべきか具体案を作成し、農家に

は「施設をこのように改善すれば、生産性が

この程度向上する」という視点で個別指祁し

ています。

牛舎環境の改善を希望する農家には、指

禅 ・支援機関で構成される指甜班が改善プラ

ンを作成して支援しています。実際に、牛舎

改造などを実施する際には、県酪連事業、県

単事業、リースなどを活用しています。

乳牛の栄養管理改善については、県酪連が

全国連の支援を受けて、本県の飼養環境と気

候風土にあった新飼料体系を検討し、従来か

ら利用してきた配合飼料の銘柄を集約化しま

した。そして、県内の酪農家が安価で利用し

やすい福岡県酪連の新飼料体系を祁入して、

収益性の高い酪農経営の実現にむけて推進し

ています。

平成17年度までに、飼養環境改善には県内

のつなぎ方式の牛舎334戸のうちの147戸が、

また栄養管理改善には180戸が取り組み まし

た。牛舎改造後のモデル農家の調査では、

「3・3運動」の目的の一つである 1頭乳屈

3kgの増産を達成でき、牒家からは「やって

よかった」との声が数多く寄せられています。

3. おわりに

予期せぬ生乳の需給緩和による乳価の大幅

な下落と生産抑制などにより、酪典家の経営

は急激に悪化しています。そこで、平成18年

度は従来からの対策に加えて、稲わらの積極

的収集、自給飼料の生産拡大、副産物の収益

性向上などに取り組み、酪農家の所得向上を

図ることとしています。あわせて、消費者か

ら安全• 安心の信頼を得るために、「飼養環

境改善」および「良質な生乳生産」へ積極的

に取り組み、また乳質検査体制を充実し、高

品質の牛乳生産を目指しています。
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文献X情報 ，し

カラーアトラス「牛の先天異常」
監修：浜名克己

著者：浜名克己、 他10名

ページ数 ：314ページ

出版社：学窓社

出版年： 2006 ． 
牛の先天異常は、生産現場に 原因、診断、損失、予後判定な 第V章は、器官系統別分類に

おいて日常的に発生が見られる どが、総論的に述べられている。 よる牛の先天異常一覧で、 ①骨

疾病の一つであるが、原因や形 次いで、第 1I章では、黒毛和種 格における全身異常、顔面異常、

態的および機能的異常は複雑多 牛の遺伝性バンド 3欠損症、ク 椎骨異常、四肢異常、 ②関節の

岐にわたっており、実際に先天 ローデイン16欠乏症や、ホルス 異常、 ③筋の異常、 ④中枢神経

異常に遭遇した場合、どのよう タイン種牛の牛白血球粘着不全 系における大脳異常、小脳異常、

に対応すべきかについての判断 症 (BLAD) などをはじめとす 追伝性痙攣病、脊椎異常、遺伝

に困ることが多い。 したがって、 る遺伝性先天異常が取り上げら 性蓄積病、酵素異常、 ⑤眼の異

生産現場で活動する獣医師や生 れ、それぞれについて、わかり 常、 ⑥皮膚の異常、 ⑦循環器の

産者にとって、先天異常例の肉 やすく解説されている。第1II章 異常、 ⑧呼吸器の異常、 ⑨消化

眼的所見などから病因や発生お では、アカバネ病、アイノウイ 器の異常、 ⑩泌尿器の異常、 ⑪

よび予防法などを簡便に知るこ ルス感染症などの、ウイルス性 ヘルニア、 ⑫雌生殖器の異常、

とができる実用書の発刊が待望 の先天異常が取り上げられてい ⑬雄生殖器の異常、 ⑭代謝異常、

されていた。 る。 ⑮二重体などに分類された疾患

本書は、長年にわたり、膨大 先天異常は、形態的・機能的 について、それぞれ、異常の特 ． な数の牛先天異常例を収集し、 異常が最も顕著に認められる組 徴、発生が見られる品種と原因、

一つ一つの症例について、疫学 織に基づいて、器官系統別に分 合併して見られる異常などが、

的調査成績、各種検査成績、病 類するのが一般的である。第W 一目瞭然に整理されている。さ

理解剖所見など貴重なデータを 章では、これまでに著者らが発 らに、巻末には、和文と英文の

蓄積してこられた浜名克己教授 見した代表的な先天異常例を、 索引も記載されており、本書の

の監修により、同教授以下10名 器官別分類法により分類し、そ 実用性を高めている。

の第一線の研究者が執筆したも れぞれの異常について、病因、 このように、本書は、牛の先

のである。そして牛の先天異常 発生、病歴、臨床所見、肉眼的 天異常のカラーアトラスとして、

に関する実用的な専門書として、 病理所見ならびに予防法などが 生産現場において、広く活用さ

近年の獣医学分野における名著 わかりやすく、しかも詳しく示 れることはもちろん、獣医学お

の一つにあげられるであろう 。 されている。特に、肉眼的病理 よび畜産学教育における教科書

本書は、次の五つの章から成 所見には、鮮明なカラー写真が あるいは参考書として活用され

っている。 ふんだんに使用されており、先 ることが期待される。

第 I章は、牛の先天異常の概 天異常の診断と分類を容易にし （山口大学農学部中尾敏彦）

説であり、定義、分類、発生、 ている。
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家畜の次世代個体識別
福川胎一郎 （ふくかわ たいいちろう）

l . 現在の個体識別

家畜において、人間と同じように戸籍をつ

くり、必要に応じて調べることができるよう

にしたものが個体識別制度である。わが国で

● は、 BSE(牛海綿状脳症）の発生を契機とし

て、国民の間に牛肉の安全性に関心が高まり、

牛の個体識別が法律で義務づけられた。

現在の牛の個体識別は、 10桁の数字からな

る識別番号を光学読み取り式のバーコードで

示した耳標を生まれた時に子牛の両耳に装着

する。この番号は家畜改良センターに登録さ

れて戸籍がつくられ、勝手につけたり変えた

りできない。牛の売買による異動や死亡時に

は、この番号が家畜改良センターに報告され

て、戸籍簿に記録される。そして、この記録

は誰でもインターネット上で検索可能である。

● 2. 次世代個体識別

次世代個体識別では、 IT技術を取り入れ

た電子標識が用いられる 。電子標識はICと

アンテナが埋め込まれた小さなチップで、電

源は外部から発射された霞波または磁場を受

けて電磁誘蔚で供給される。電子標識ば情報

批が飛躍的に多く、読み取り装置と牛の距離

がバーコード方式より長くても、使用可能で

ある。そのため、家畜を保定しなくても読み

取れるなど優れた点が多いので、世界的に取

り入れられる方向にある。電子標識の形には、

耳標型、ボタン型、埋め込み型があるが、と

畜産環境整備機構

畜時の回収が困難なことから家畜に埋め込み

型を採用している国はほとんどない。

3. 次世代個体識別の国際化

家畜の個体識別は、 ISO(国際標準化機構）

において動物用電子標識に関する国番号、個

体識別コード体系、電子標識用電波の周波数

が決められている。わが国のISOの窓口は畜

産技術協会で、国内の動物用コードを関係者

と協議して決めている。

ISOに準拠した電子標識は、メーカーを問

わず相互に読み取り可能であり、将来は国コ

ードと動物コードをたどっていけば、その国

のデータベースに到達できるようになり、世

界中の動物の個体識別が可能になる。わが国

における現在の光学読み取り式の牛の個体識

別もISOコード体系に対応できるようになっ

ている。

現在、わが国において法律で個体識別を義

務付けているのは、牛と特定外来生物（輸入

動物）、特定動物（動物園動物）だけである。

法律ではないが、競走馬は平成19年産から装

倍が義務付けられ、ペッ トもすでに一部で普

及している。牛以外のこれらの動物では、次

世代個体識別である電子標識が採用されてい

る。海外において、家畜で電子標識の装倍が

義務づけられているのはオーストラリアで、

2005年から始まっている。
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閲滋翫FILL

プラジルの肉牛生産の概況

プラジルは米国に次ぐ牛肉の トン （同5.0%増）、牛肉輸出贔 ほかの地域より 10%以上高い 。

主要生産国で、その輸出量は世 は1,620千トン （同10.2%増）で 近年、大規模な大豆やサトウキ

界第 4位 (2004年）である。近 あり、 2004年より増加したが ビ栽培の拡大による土地価格の

年、牛改良技術などの畜産技術 （表）、この背景にはEU市場にお 高騰のために、肉牛飼養は北部 ． の進歩により牛肉生産が拡大し けるアルゼンチンとの価格優位 に移動している。

ている 。牛改良技術に交雑育種 性がある。 森林破壊：アマゾンの森林破

プログラムが禅入されて人工授 肉牛飼養地域は、北部が15.8%、 壊は 1978年以降年々増加し、

精率が伸び、精液販売量は温帯 北東部が13.3%、南東部が20.2%、 2002~2004年には年あたり東京

牛のレッド・アンガス種がゼブ 南部が15.2%、中西部が35.5% 都の面積の11.4倍の25,000km'以

ー牛のネローレ種を抜く状況に (2004年：同国農務局）であり、 上になっている 。肉牛生産はア

ある 。同国の牛肉生産のユニー 中西部は最重要の肉牛生産地域 マゾン地域で拡大したことから、

クな点は、牛肉生産批の大半が となっている。中西部は赤道直 この森林破壊の責任の75%は肉

ゼプー牛からであり、また牛肉 下で厳しい乾季があることから、 牛飼養にあるといわれている。

の大輸出国でありながら、米国 牧草の栄養価の季節的変動があ 今後の課題：ブラジルの主要

と同様に、 一部牛肉を輸入（ア り、この過酷な自然条件に最も な肉牛はゼブー牛であり、温帯

ルゼンチン、パラグアイ、ウル 適応するネローレ種が飼養され 牛に比べて、繁殖性が低く神経

グアイから温帯牛の軟らかい牛 ている 。このネローレ種の純粋 質で、肉質が硬いことから、温

肉を輸人、メルコスール条約で 牛または交雑牛が同国の飼養牛 帯牛との交雑による生産性や肉

無関税） していることである。 の約80%を占めている 。中西部 質の良い牛の造成と、アマゾン

生産の現状： 2005年の牛の飼 と北部は準アマゾン地域 （雨林 の森林破壊をしない飼育技術が

養頭数は169,583千頭 （対前年比 地帯ほど樹木の植生は密でない） 求められている。 ． 2.5%増）、牛肉生産量は8,222千 と呼ばれ、肉牛飼養の収益性は （畜産技術協会西村博）

表 ブラジルの牛飼育頭数と牛肉生産量

区分 単位 2003 (推定） 2004 (推定） 2005 (予測）
牛頭数（期首） 1,000頭 161,463 165,492 169,583 
乳用成雌牛（期首） 1,000頭 32,293 33,098 33,917 
肉用成雌牛（期首） 1,000頭 45,210 46,338 47,483 
子牛生産頭数 1,000頭 44,887 46,234 47,653 

と殺 ・頭数 1,000頭 40,858 42,143 43,565 
牛肉生産量 1,000トン 7,385 7,830 8,222 
牛肉輸入量 1,000トン 63 55 63 
牛肉輸出量 1,000トン 1,174 1,470 1,620 

（出所）FAS, USDA 
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1. えん麦及びらい麦

えん麦の作付面積は5万9.800ha

で、前年産に比べて900ha (同

2 %)増加、らい麦の作付面積は

3J20haで、前年産に比べて380ha

（同11%)減少した。

このうち、えん麦の飼料用作付

面積は6,950ha、らい麦の飼料用

作付面栢は970haで、他作物への

転換等があったことから、前年産

閲滋翫t-11

平成18年産えん麦、らい麦、
れんげ及びイタリアン

ライグラスの作付面積（全国）

に比べてそれぞれ450ha(同 6%)、 数の減少による不作付けや他作物

40ha (同4%)減少した。 への転換があったことから、前年

2. れんげ及びイタリアンライグ 産に比べて1.400ha(同 2%) 減

ラス 少した。

れ ん げ の 作付面積は 2万 注）飼料用とは、胄刈り用（子

l,400haで、他作物への転換等が 実の生産以前に刈り取られるも

あったことから、前年産に比べて の）のうち、家畜に給与すること

2,900ha (同12%)減少した。 を目的に作付けされた作物の利用

イタリアンライグラスの作付面 面積をいう 。

枝は 6万1.000haで、畜産飼投戸

えん麦及びらい麦（用途別）、れんげ及びイタリアンライグラスの作付け面積 単位： ha.% 

全国 北 海 道 都 府 県

区分

作付面積
前年産との比較

作付面積
前年産との比較

作付面積
前年産との比較

対差 対比 対差 対比 対差 対比

えん麦 59,800 900 102 45,800 1,900 104 14,000 △ 1,000 93 

飼料用 6,950 △ 450 94 87 △ 41 68 6,860 △ 410 94 

らい麦 3,120 △ 380 89 151 45 142 2 970 △ 430 87 

飼料用 970 △ 40 96 5 5 965 △ 45 96 

れんげ 21,400 △ 2,900 88 21,400 △ 2,900 88 

イタリアンライグラス 61,000 △ 1,400 98 61,000 △ 1,400 98 
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愛媛県畜産技術協会

0いいとこどりの「媛っこ地鶏」

l . 「媛っこ地鶏」のルーツ

「媛っこ地鶏」は、愛媛県養鶏試験場で平

成14年度に造成された地鶏です。すでに造成

ずみの「伊予路しゃも」（名古屋種の雌にロ

ードアイランドレッドの雄を交配した雌鶏に

シャモの雄を交配）の雌に、白色プリマスロ

ックの雄を交配しました。歯ごたえのある肉

質のしゃも、コクと旨みのある肉質の名古屋

種と愛媛系ロードアイランドレッド、それに

白色プリマスロックのボリュームを加えて、

それぞれの鶏の長所を引き出した、全国でも

珍しい、四元交配のまさに“いいとこどり”

の地鶏です。

2. みんなにうれしい「媛っこ地鶏」

「媛っこ地鶏」の鶏肉には4品種の凝縮さ

れた長所と歯ごたえが相いまってバランスの

良い食感を有することから、子供からお年寄

りまで幅広い年齢層で好評を得ています。ま

た、適度に脂肪があり、焼き鳥、唐揚げ、鍋

物などの様々な料理に適しています。

本地鶏は、消跨者には季節に関係なく様々

な調理方法でおいしく食べられることから

「買いやすさ」を、生産者には暑さや寒さに

強く、飼育しやすいことから「飼いやすさ」

を提供することを目指して造成されました。

その「飼いやすさ」は、多くの生産者が本地

鶏の造成後すぐに生産に取り組み、現在も生

産拡大に励んでいることからもわかります。

3. 安心の「媛っこ地鶏」

平成15年に発足した「媛っこ地鶏振典協議

会」が定める飼育基準に基づいて、会員のみ

が適切な生産管理をし、生産者の顔が見える

安心な鶏肉として消骰者に提

供しています。また、本協議

会は、愛媛県産の牒林水産物

生産の拡大のための、「地産

地消 • 愛あるサポータ ー」制

度に加入し、愛媛県のブラン

ド産品として「媛っこ地鶏」

を育成しています。

4. 「媛っこ地鶏」を食べる

「媛っこ地鶏」の歴史はまだ浅く、年間生

る
＾
き
A
袷

急
ル
”あ9.
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産羽数も約60,000羽なので、今すぐ皆様の食

卓にお目見えするのは難しい状況です。しか

し、少しでも多くの方が「媛っこ地鶏」を食

べられるように、県内の生産者は愛情と情熱

を持って育てています。愛媛県にお越しの際

は、是非とも、「媛っこ地鶏」を食べて、そ

のおいしさを旅の土産にしていただきたいと

思います。

（愛媛県姜鶏試験場内 媛っこ地鶏振典

協議会事務局：今井士郎）
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全国肉牛事業協同絹合

l . 組合の概況

設立：平成元年（設立後18年目）

組合員数： 535名（平成17年度未）

組合員の肉牛飼養総頭数：約70万頭（肥育

牛の割合約94%) (全国の肥育牛飼養頭数の

占める割合約l/3)

組員 1人当り飼養頭数：約1,300頭（全国

平均の約45倍）

● 2. 組合の事業活動の基本方針

組合員の肉牛経営の長期的な発展を園るた

め、低廉な生産資材（肥育素牛、配合飼料等）

及び低利な資金等を確保できるよう共同事業

等を通じて支援することを基本方針としてい

ます。

3. 組合の主要な事業活動の概要

1)生産資材の共同購買等事業

(1) 肥育素牛等の共同購買：国産肥育素牛

の預託、国内外の和牛交雑肥育素牛及び妊娠

牛等の共同購買を行なっています。

(2)飼料等の共同購買：組合プランドの配

合飼料、 トウモロコシ・大麦の単体飼料及び

粗飼料等の共同購買を行なっています。その

他、受精卵、精液及び飼養管理機械等の共同

．
 

購買も行なっています。

2)低利査金の融資支援事業

肥育素牛の尊入等に要する資金について、

動産（牛）を担保に金融機関から低利融資する

支援事業を行なっています。

3)公共牧場への共同預託事業

肉用牛及び乳用牛の育成、繁殖を草地を活

用して低コストで行なうため、公共牧場へ共

同預託を行なっています。

4)牛ワクチンの確保支援事業

牛疾病の発生防止及び生産コスト低減を促

進するため、低廉な牛ワクチンの確保を支援

しています。

5)飼養管理機械のリース事業

肉牛経営に必要な飼養管理機械について、

（財）畜産環境整備機構を通じてリースを行

なっています。

6)肥育牛の共同販売事業

肥育経営の収益性の向上を図るため、肥育

牛の共同販売を行なっています。

7)枝肉研究会の開催事業

肥育技術の向上を促進するため、和牛及び

Flの枝肉研究会を開催しています。

8)委員会の活動事業

組合員の自主的な研究、研修の場として、

(1)和牛専門委員会、 (2)和牛Fl専門委員

会、 (3) 乳肉複合経営専門委員会、 (4) 交雑

種特別委員会、 (5) 新預託事業検討委員会、

(6)青年部の活動を行なっています。

4. 組合共同事業の課題

組合員の肥育経営規模が大きいことから、

今後とも、肥育素牛を安定的に確保すること

が重要な課題です。国内繁殖牛資源が減少の

途を辿っていること、生乳需給動向から酪

農からの素牛供給に不安があること、海外か

らの肥育素牛輸入については動物検疫枠から

制限があることから、肥育素牛の需給見通し

は不透明な状況にあります。

このため、組合の基幹対策として、経営規

模の大きい肥育経営において繁殖経営を取り

込む事業を展開しつつあります。低コスト生

産を進めることが重要な課題であることから、

今後、公共牧場の草地を活用した繁殖経営を

育成する所存にあります。

つきましては、引き続き関係機関、団体の

皆様のご協力、ご支援のほどよろしくお願い

申し上げる次第です。

（専務理事伊藤弓）
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‘ 次に来るもの

今年の春、 一部の地域で牛乳が廃棄され

たニュースが世間の目を集めた。BSEがわ

が国で発生し、繰り返しテレビに流された

狂牛病のおぞましい映像は人々をパニック

に駆り立てた。そして、貴重な金が後ろ向

きの事業につぎ込まれ続けている 。一方、

高病原性烏インフルエンザやアニマルウェ

ルフェアの動向は予測困難であるが、畜産

にも何らかの影響があると予測できる。さ

らに、情報システムの脆弱性が危惧され、

情報社会はすべての事象を劇場化し、一旦

火がつけばたちまち燃え拡がる。この背景

には、情報の公開と透明性を迫る消費者の

圧力があり、このような情報氾濫時代を生

きて行かなければならない我々は、現在起

っている問題に対処すると同時に、次に起

る事態を予測して対応策を考え、技術開発

しなければならない。

天気予報は 2日後くらいなら当たるが、

地震は50年、 100年後でないと予報できな

いようだ。翻って、わが畜産技術のことを

考えてみよう 。BSE騒ぎは多くの人にとっ

て想定外であったと考えられるが、余剰乳

の発生は予測できない問題ではなかったし、

解決した問題ではない。ライバル飲料が業

界をあげて努力を続けている間、わが酪農

界は昭和元禄の夢を見続けていたとしか言

いようがない。このような事態は何年も前

から言われていたが、その対応策について

生産段階の具体的な技術開発は見えていな

し'a
一方、食料の生産資材を海外に頼る危険

は大きく、割り箸が中国から輸入できなく

なると騒いでいるが、これが米国産トウモ

ロコシで起こると考えるとぞっとする。農

業とくに畜産の技術開発には長い時間を要

し、問題が発生してからでは対応が間に合

わず、また金もかかることはBSE問題で十

分勉強した。次に来る大波に備えた技術戦

略を畜産主体に考えれば、次のようなもの

となろう 。

まず、守ろうとする国内産畜産物の生産

費は輸入された外国産畜産物と同等の低価

格でなければならない。それが不可能な場

合は、日本の消費者に支持される付加価値

が必要となる。そして、飼料の国内生産の

ために、耕作放棄地や山林原野が安い地代

で提供されることを前提に、それを有効に

活用する技術開発が不可欠である。イネは

有機栽培し、食料としてのコメが余る年に

は籾ソフトグレインで収穫し、稲ワラとと

もに飼料利用すればよい。

さらに、乳牛は生産費半減のための超高

能力牛とは別の放牧適性と抗病性の優れた

牛も必要となる。肉牛では、良質胚の大量

生産技術や産肉性が画期的に優れる遺伝資

源が必要である。豚や採卵鶏 ・ブロイラー

も種畜の開発と保持が不可欠である。マイ

ナーな家畜も天然記念物や絶滅危惧種とな

る前に、家畜としての利用体制の確立が必

要である。

畜産技術の開発には、十年単位の時間が

必要である、畜産の研究者は次の段階で必

要な生産技術を考えて、研究目標を立てる

べきである。現状の試験研究機関の研究目

標や評価システムは、 5年先までのようで

ある。畜産の場合、個人の評価以上に組織

的活動の評価が必要なことをもっとアピー

ルしなければならない。

大学の一部では、次の時代の畜産技術者

や賢い消費者として期待できる有能な若者

に、基礎技術や先端技術を幅広く教育しよ

うする芽が出始めており、このような動き

を大切にしなければならない。

(KOT E) 

．
 

．
 

48 畜産技術 2006年11月号



責
地方だより

層

．
 

0夏は水田放牧、冬は飼料イネ給与

富山県では、飼料自給率の向上に向けて水

田放牧や飼料イネ生産を推進しています。水

田放牧は肉用繁殖牛向けに、飼料イネ生産は

乳牛や肥育牛向けに、平成17年に県下でそれ

ぞれ約14haが別の地域で実施されました。

県西部の氷見市では、 3年前から水田放牧

を始め、今年は3.4haに肉用繁殖牛14頭を放

牧しています。このうち5頭の冬の飼料とし

て、新しく 35aの飼料イネが展示栽培されま

した。湿田が多い中山間地のため、牧草用機

械での収穫が心配されましたが、排水に留意

した結果、 8月中旬に早生種を乾物で0.9トン

/lOa収穫し、冬期間の粗飼料として十分な量

を確保できました。水田放牧と飼料イネの組

み合わせについて、安定した繁殖牛の粗飼料

確保の技術として農家やJAはじめ関係者一

同、確かな手応えを感じています。

（富山県農業技術センター畜産試験場

丸山富美子）

写真 2 冬季飼料用の飼料
イネのロール

◇ ◇ ◇ 

-~ 
〇弓削牧場で食育推進研修会を開催

本年の8月8日に、神戸市にある弓削牧場で

小中学校の教育関係者対象の「食育推進のた

めの研修会」が近畿農政局と兵庫県畜産技術

連盟主催で開催され、 43人が参加しました。

弓削牧場は、乳用牛30頭が飼養され、来訪

者が乳用牛や施設を見学でき、敷地内に自家

産牛乳からのチーズや料理を提供するレスト

ランもある「家畜とのふれあい牧場」として

親しまれています。参加者は牧場で乳牛を直

近に見て感激し、また搾りたての牛乳とケー

キを食べながら経営者の弓削さんご夫婦のご

苦労や酪農への思いの話を聞きました。さら

に、中央酪農会議の小泉 勇氏と関東生乳販

売農業協同組合連合会の鈴木あゆみ氏が家畜

とのふれあい体験事例などを講演されました。

その後の意見交換会では、「家畜とのふれあ

い体験」について熱心な質疑がなされました。

参加者と事務局ともに、家畜とのふれあい体

験は子供達にとって良い経験になるとの共通

認識が得られ、大変有意義な一日でした。

（（社）兵庫県畜産協会中村淳司）
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協会だより

研究開発第1部

〇題 名：エコフィード利用肉

豚生産推進事業平成18年度

第1回検討会

期日：平成18年9月28日

場所：（独）農畜産業振典機構

出席者：菱沼 毅 ・塚田幸

雄 ・飯田道夫 ・堀口 明 ・

柊澤重行 ・南正覚康人・安

井 護（蔑畜産業振興機構）、

日高 智（帯広畜産大学）、

山岸 真（大樹町地場産品

研究センター）、南波利昭

（中央畜産会）、千田英一

（日本ハム）、中田伸也（イ

ンターファーム）、齋藤裕次

（伊藤ハム）、大島博司（プ

リマハム）、渡辺雅一 （明治

乳業）、中村信ー ・齊藤太

郎・北原基之（森永乳業）、

岡田 臣・守田大弘（雪印

乳業）、鈴木雄（よつ葉乳

業）、滝沢喜造・田端経夫

（日本乳業協会）、立花文

夫 • 岡崎 広 ・附田野史

（全国罠業協同組合連合会）、

広田隆•松本悟 （全国

酪農業協同組合連合会）、佐

藤光行（全国畜産農業協同

組合連合会）、村上裕之（ホ

クレン東京事務所）、志澤

勝（日本養豚事業協同組合）、

伊藤政美（日本養豚協会）、

梶並芳弘（日本食烏協会）、

山本 忍（日本食肉協議会）、

俵積田守 • 河内野慎也 • 松

尾佳典 ・橋本 剛 ・安藤智

和（煤林水産省）、山下喜

弘 • 宮重俊 一 ・針生程吉

（畜産技術協会）

内 容：当該事業でのチーズ

製造過程で発生するホエー
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の養豚現場での利活用の検

討会を開催し、現地調査の

実施と報告書作成を申し合

わせた。

〇題 名：動物の電子識別に係

るISO年次会議への出席

期日：平成18年9月21-22日

場 所：カンサス州立大学マ

ンハッタン校（アメリカ）

出席者：宮重俊一 （畜産技術

協会）、中村雄有 （窟士平工

業）

内 容：動物の電子個体識別

に係るISO規格 (IS011784

／コード体系及びIS011785

／技術要件）についての①

実証試験の実施状況、 ②新

規提案、 ③各国の取り組み

状況の報告、および議論が

行なわれた。

海外技術交流部

〇題名：平成18年度畜産をめ

ぐる国際問題研究推進事

業 ・WTO農業交渉具体的問

題等対応事業「中国酪牒勉

強会」

期日：平成18年9月11日

場所：鉄二健保会館会議室

出席者：牒林水産省生産局畜

産部所管課ほか26名

内 容： ① 中国酪牒 ・乳業の

全体概況、 ② 内モンゴル自

治区の酪農 ・乳業の視察調

査概況、 ③ 中国国際乳業展

党会視察の発表と質疑応答

を実施および自由討議を行

なった。

緬山羊振興部

〇題名：第 9回全国山羊サミ

ットin岩泉

期日：平成18年10月7-8

日

場 所：岩手県岩泉町民会館、

くずまき高原牧場

出席者：山羊飼投関係者約150

名

内 容：「山羊 と共に暮らす

豊かな食と農へのチャレン

ジ」 をメインテーマとして、

第 1日目に講演、事例報告、

話題提供および意見交換、

第 2日目はくずまき高原牧

場の視察を行な った。

企画情報部 ~ 
〇事業名：畜産技術普及推進事

業

題 名：ジャパンミートピア

2006inかながわ第25回食肉

フェア

期日： 10月7~8日

内 容：畜産技術に関するア

ンケート調究および受精卵

クローン牛肉の試食

〇事業名：畜産技術普及推進事

業

題名：東京食肉市場まつり

期日： 10月14~15日

内 容：畜産技術に関するア

ンケート調査および受精卵

クローン牛肉の試食

0事業名：畜産経営技術等支 ~ 
援 ・表彰事業 （畜産大伐・）

平成18年度第 2回部門別審

査委員会 （研究開発部）

期日： 10月25日

場所：全国家電会館

出席者：審査貝 8名、農林水

産省生産局畜産部畜産振典

課、全国競馬 ・畜産振興会、

中央畜産会

内 容：畜産大宜研究開発部

門最優秀伐および優秀代の

選考をした。

畜産技術 2006年11月号



学会・研究会・シンポジウム等のお知らせ
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〇家畜ゲノム国際ワークショップ

「家畜ゲノム情報の育種技術への活用と新

需要創出」

期日：平成18年11月9日

場 所：日本自転車会館（東京都港区赤坂）

連絡先： STAFF研究所（小畑太郎）

TEL: 029-838-2113 FAX: 029-838-1780 

E-mail : ws2006@gene.staff.or.jp 

〇腹腔内視鏡による人工授精技術講習会 （めん羊）

期日：平成18年11月7~10日

場所 ：家畜改良センター十勝牧場

連絡先：家畜改良センター十勝牧場 業務第

二課（河野博英）

TEL: 0155-44-2131 FAX: 0155-44-2215 

E-mail : hOkouno@nlbc.go.jp 

〇平成18年度第61回関東畜産学会大会

期日 ：平成18年11月14~15日

場 所：千葉県文化会館小ホール（千葉市中

央区市場町）

連絡先：東京農業大学農学部畜産学科内関東

畜産学会事務局

TEL : 046-270-6583 FAX : 046-270-6585 

E-mail : sikeda@nodai.ac.jp 

0日本動物遺伝育種学会第 7回大会

期 日：平成18年11月18日：特別講演 ・教育講

演 ・ポスタ ーセッション

11月19日 ：第12回動物遺伝育種シン

ポジウム

場 所：鹿児島大学共通教育棟 ・総合教育研

究棟（鹿児島市郡元 1丁目）

参加費：当日：会員4,000円、非会員5,000円

連絡先：鹿児島大学農学部 家畜育種学研究

室 日本動物遺伝育種学会第 7回大

会実行委員会（前田芳質）

TEI&F AX : 099-285-8588 

E-mail : maeda@agri.kagoshima-u.ac.jo 

ポームベージ ：http:/ /bre.soc.i.kyoto-u.ac.jpFj sa b g/ 

OJRA畜産振興事業に関する調査研究発表会

期日 ：平成18年11月21日

場所 ：東京大学農学部弥生講堂

講演内容 ：本誌52ページ参照

連絡先：財団法人全国競馬 ・畜産振典会

TEL: 03-3506-7853 E双： 035-3506-1780 

〇第11回人と動物の関係に関する国際会議

(IAHAIO 2007東京大会）

「人と動物：共生へのパートナーシップ」

期日 ：平成19年10月5~8日

場 所：京王プラザホテル（東京 ・新宿）

連絡先： iahaio. tokyo@con ven tion.co.jp 

ホームページ： http://www2.convention.co.j p/iahaio. 

tokyo/index_i.html ． 
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（財）全国競馬・畜産振興会よりのお知らせ

JRA畜産振興事業に関する調査研究発表会
日時：平成 18年 11月21日 （火） 10:00~16:45 

場所：東京大学農学部弥生講堂 （文京区弥生 1-1-1)

(10: 00~10: 05) 開会挨拶 （財）全国競馬・畜産振興会 会長岩崎充利

JRA畜産振興事業に関する調査研究発表

座長古川 良平 （（社）畜産技術協会研究開発第二部長）

(10: 05~10: 35) ハプロタイ プを用いた牛肉の品種鑑定

（社）畜産技術協会附属動物追伝研究所主任研究貝 渡邊敏夫

(10: 35~11: 05) 黒毛和種牛における経済形質遺伝子 （霜降り 遺伝子と発育増進遺伝子）の探索

（社）畜産技術協会附属動物遺伝研究所所長杉本喜憲

特別講演

座長栗 田 晴夫 （（財）全国競馬・畜産振典会副会長）

(11: 05~12: 05) 特用家畜の現状と課題について

東京大学大学院牒学生命科学研究科教授林 良博

12:os~13:oo 昼 食

(13: 00~14: 00) 人獣共通感染症 をどのよ うに克服す るかーイ ンフルエンザをモデルと して一

北海道大学大学院獣医学研究科教授喜田 宏

JRA畜産振興事業に関する調査研究発表

座長横内 囲生 （（社）家畜改良事業団家畜改良技術研究所所長）

(14: 00~14: 30) DNA解析技術の利用による牛の遺伝性疾患への対応

（社）家畜改良事業団家畜改良技術研究所遺伝検査部長森田 光夫

座長島田英幸 （（社）日本養鶏協会専務理事）

(14: 30~15: 00) 鶏卵生産にお けるサルモネラ汚染防止について

大阪府立大学生命環境科学部獣医学科教授馬場栄一郎

15:00~15:15 休 憩

座長藤井博 （（財）畜産近代化 リース協会理事）

(15: 15~15: 45) 豚肉処理効率化技術の開発 （吊り姿勢による豚もも・う で肉除骨 システムの開発）

（株）前川製作所食品機械研究所食品機械商品化グループ 次長補 H野 和睦

座長宮島 成郎 （（社）全国家畜畜産物衛生指祁協会常務理事）

(15: 45~16: 15) ウエストナイルウイルス感染症等の防疫の現状について

（独）農業 ・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究所研究管理監 山口 成夫

座長 重松宜志 （（社）日本牒村情報システム協会常務理事）

(16: 15~16: 45) 飼料給与等記録省力化システムの開発について

（社）日本塁村情報システム協会企画開発事業部 部長秦卒人

主 催 ：財団法人全国競馬 ・畜産振典会

参加代 ：無料

問い合わせ：財団法人全国競馬 ・畜産振典会 港区西新橋 1丁目1番 19号

電話： 03 (3506) 7853 FAX:03 (3506) 1780 

．
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血
簡易グルコース測定システム

Glucose Vision 
【研究用機器・試薬】

．
 

くグルコース・ビジョンの特徴＞

1. 正確な測定 ：検体量が十分でないときはエラー表示でお知らせします。

2. 少ない検体量：わずか 1μLの検体量、 マウスなど実験動物の全鮮血。

3. スピード測定：わずか 5秒で結果がわかります。

4. 読みやすい ：大きな画面表示による読みやすい数値。

5. 闊単測定 ：検体を感知すると自動的に測定を開始します。

キー操作は不要です。

6. メモリー機能：過去300回分の測定結果が本体内に記録されています。

-::;::::;-.,,,,, , --

岩井化学薬品株式会社

iiU~lii IWAI CHEMICALS COMPANY 
、1;r稟本部 〒101-0032束ぶ（都千代lfl!X:<i本町1-5-11 屯話 03-3864-1468

筑波営業所屯話 029-847-0321 柏 営菜所俎話 04-7140-0321

．
 

全国畜産関係者名簿
2006年版

（好評発売中．ク）
毎日のお仕事に

役立ちます

定価 8,400円（消費税・送料込）

発行所 （社）畜産技術協会

〒113-0034東点都文京区湯島3-20-9

軍話(03)5817-7455 FAX (03) 3836-2302 

取引銀行・みずほ銀行本郷支店

普通No.504117

三菱東京UFJ銀行本郷支店

当座No.112354

郵便振替 ・00110-6-176486
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1 細 胞融合装置 ET3--l 悟 空

Embryonic Cell Fusion System GOKU 
・正確な時間制御：高性能電源部・パルス発生部を新開発

正確なパルス発生制御、安定したパルス波の発生。

・即時に融合条件を把握：融合液のインピーダンスをリアルタイム
に測定。

・高性能波形モニターを用意。

・優れた操作性と、国産機としてのきめ細かいサポート体制安心し
て使用出来ます。

FHI 
富士平工業株式会社
〒113-0033東京都文京区本郷 6丁目 11番 6号
電話東京 (03)3812-2271 ファクシミリ (03)3812-3663 

北海道富士平工業株式会社
本社： 〒001-0027札幌市北区北27条西9丁目5番22号
電話 (011)726-6576 (代表）ファクシミリ(011)717-4406 
支店： 〒080-0802帯広市東2条南3丁目7十勝館ビル
電話 (0155)22-5322 (代表）ファクシミリ (0155)22-5339 
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